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古
代
史
を
研
究
す
る
に
際
し
、
多
く
は
『
三
国
志
』
、『
隋
書
』
及
び
『
旧
唐
書
』
の
中
国
の
正
史
を
参
考
に
す
る
が
、
こ
れ
ら
以
外
の
史
書
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね

『
三
国
志
』
等
を
参
考
と
し
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
の
で
、
あ
ま
り
参
考
と
し
な
い
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
稿
で
は
、
中
国
史
家
が
古
代
日
本
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
か
を
知
る
た
め
に
、
倭
国
と
と
も
に
、
日
本
国
、
琉
球
国
、
蝦
夷
国
、
文
身
国
、
大
漢

国
、
扶
桑
国
、
女
国
等
に
関
す
る
記
事
に
つ
い
て
、
二
十
四
史
書
を
始
め
二
十
四
史
書
以
外
の
史
書
を
含
め
て
対
象
と
し
、
こ
れ
ら
の
記
事
を
史
書
毎
に
時
代
順
に
並
べ

年
表
・
概
況
と
し
て
整
理
し
た
。

ま
た
、
日
本
に
関
す
る
直
接
の
記
事
で
は
な
い
が
、
改
暦
な
ど
の
影
響
が
大
き
い
事
項
に
つ
い
て
記
載
す
る
と
と
も
に
、
三
正
、
中
国
史
書
に
よ
る
「
神
代
系
譜
・
天

皇
系
譜
」
に
つ
い
て
も
記
載
し
た
。

中
国
史
家
は
、
倭
（
俀
、
日
本
）
に
つ
い
て
、
王
朝
の
統
治
に
影
響
し
て
い
た
場
合
に
限
っ
て
詳
し
く
記
述
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
、
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
邪
馬
壹

国
が
魏
に
朝
貢
し
て
き
た
の
は
、
魏
の
影
響
力
が
高
ま
っ
た
か
ら
だ
と
し
て
、
そ
れ
を
誇
示
す
る
た
め
に
『
三
国
志
』
に
紀
述
し
て
い
る
。
ま
た
、『
隋
書
』
に
は
、
高

句
麗
遠
征
に
多
大
の
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
俀
国
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、『
旧
唐
書
』
等
に
は
、
白
村
江
に
勝
利
を
得
た
以
降
、
倭
が
中
国
の
周
辺
の
大
国
で
あ
る
と

し
て
収
集
し
た
情
報
を
記
述
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
史
書
に
は
、
時
期
の
異
同
を
始
め
、『
新
唐
書
』
列
伝
及
び
『
宋
史
』
列
伝
で
の
「
天
皇
系
譜
」
の
記
事
に
異
同
が
あ
る
ほ
か
「
邪
馬
壹
国
」
と
「
邪
馬
臺

国
」
、「
倭
」
と
「
俀
」
、「
多
利
思
北
孤
」
と
「
多
利
思
比
孤
」
な
ど
の
語
句
に
異
同
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
比
較
対
照
で
き
る
よ
う
に
、
整
理
し
た
。

本
稿
を
、
中
国
側
か
ら
見
た
古
代
日
本
を
理
解
す
る
参
考
書
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
な
お
、
引
用
著
書
・
論
文
の
著
者
名
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。）
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Ⅰ

作

成

１

年
表
・
概
況

Ⅰ

作

成

１

年
表
・
概
況

中
国
史
料
か
ら
、
持
統
・
文
武
天
皇
期
ま
で
の
日
本
に
関
す
る
記
事
を
抜
き
出
し
て
「
年

表
・
概
況
」
と
し
て
整
理
し
、
別
冊
「
倭
国
等
の
年
表
・
概
況
」
を
作
成
し
た
。

倭
国
（
倭
人
、
俀
国
）

(1)

倭
国
年
表
と
倭
国
概
況
を
作
成
し
た
。

年
表
は
、
史
料
を
「
二
十
四
史
書
（
『
漢
書
』
～
『
旧
唐
書
』
及
び
『
宋
史
』
）
」
と
「
二

十
四
史
書
以
外
の
史
料
」
と
に
分
け
、
各
々
年
表
を
作
成
し
た
。

「
倭
国
概
況
」
に
つ
い
て
は
、
年
表
以
外
の
記
事
を
史
書
ご
と
に
と
り
ま
と
め
た
。

倭
国
以
外
の
国
々
（
琉
球
國
、
蝦
夷
國
、
扶
桑
國
等
）

(2)

倭
国
と
同
様
に
ま
と
め
た
。

２

史
料

次
の
史
料
に
よ
り
倭
国
（
倭
、
倭
人
、
俀
国
、
唐
時
代
の
一
部
で
は
日
本
）
に
つ
い
て

作
成
し
た
。

①

二
十
四
史
書

・
台
湾
商
務
館
版
百
衲
本
二
十
四
史

・
中
華
書
局
版
二
十
四
史

・
中
国
南
北
朝
時
代
の
史
書
の
内
、『
陳
書
』
、
『
魏
書
』
、『
北
斎
書
』
及
び
『
周
書
』

は
日
本
に
関
す
る
記
事
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

②

二
十
四
史
書
以
外
の
史
料

・
『
通
典
』（
中
華
書
局
版
、
商
務
印
書
館
『
萬
有
文
庫
十
通
本
』
重
新
景
印
）

・
『
唐
会
要
』（
商
務
印
書
館
『
国
学
基
本
叢
書
本
』
原
版
重
印
）

・
『
太
平
御
覧
』（
中
華
書
局
景
印
、
一
九
六
〇
年
二
月
）

・
『
冊
府
元
亀
』（
中
華
書
局
景
印
、
一
九
六
〇
年
六
月
）

・
『
資
治
通
鑑
』（
宏
業
書
局
印
行
、
中
華
民
国
八
二
年
十
月
再
版
）

・
『
論
衡
』（
新
釈
漢
文
大
系
、
明
治
書
院
、
昭
和
五
四
年
十
一
月
外
）

※
倭
人
に
つ
い
て
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
掲
載
し
た
。

③

そ
の
他
（
朝
鮮
史
料
）

『
三
国
史
記
』（
六
興
出
版
、
昭
和
五
五
年
十
二
月
）

３

日
本
関
係
記
事

①

百
衲
本
二
十
四
史
書
に
は
句
読
点
等
が
記
述
さ
れ
て
い
な
い
が
、
中
華
書
局
版
二

十
四
史
書
を
参
考
に
し
て
、
適
宜
、
空
白
等
を
用
い
て
記
載
し
た
。

②

『
晋
書
』
で
は

・
東
夷
○
○
国
朝
献
、
来
献
、
朝
貢

・
東
夷
○
○
国
内
附

・
東
夷
○
○
国
帰
化

な
ど
、
具
体
的
な
国
名
が
記
述
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
東
夷
に
倭
国
が
含
ま
れ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
掲
載
し
た
。

③

倭
国
に
関
す
る
帝
紀
及
び
列
伝
（
倭
国
、
倭
、
倭
人
、
俀
国
、
日
本
）
の
外
に
、

韓
伝
・
琉
球
国
伝
等
に
倭
国
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
れ
ば
掲
載
し
、
引
用
列
伝
を
明

示
し
た
。

４

そ
の
他
の
記
事
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Ⅰ

作

成

５

引
用
明
細

①

古
代
日
本
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
事
項
の
記
事
を
掲
載
し
た
。
そ

の
事
項
は
、
表
１
「
日
本
記
事
以
外
の
追
加
事
項
」
の
と
お
り
で
あ
る
。

②

『
三
国
史
記
』
百
濟
本
記
第
五(

武
王)

に
は
、
隋
の
裴
世
清
が
百
濟
の
南
路
を
通

っ
て
倭
国
に
行
っ
た
と
の
記
事
が
記
述
さ
れ
て
い
た
の
で
、
掲
載
し
た
。

表
１

日
本
記
事
以
外
の
追
加
事
項

事

項

西

暦

国
号

皇

帝

暦

改
暦

景
初
暦

二
三
七

～

魏

明
帝

元
嘉
暦

四
四
五

～

宋

文
帝

麟

徳

暦

六
六
五

～

唐

高
宗

（
儀
鳳
暦
）

殷
正

八

～

二
三

新

王
莽

二
三
七

～

二
三
九

魏

明
帝

夏
正
以
外
の
暦

周
正

六
九
〇

～

七
〇
〇

周

武
則
皇
后

七
六
一

～

七
六
二

唐

粛
宗

称
号

皇
帝
を
「
天
皇
」
に
変
更

六
七
四

～

六
八
六

滅
亡
（
百
済
王
捕
虜
）

六
六
〇

唐

高
宗

百
済

白
村
江
の
戦
い

六
六
三

※

・
夏
正
：
現
在
使
用
し
て
い
る
暦
。
一
月
を
正
月
と
し
て
い
る
。

・
殷
正
：
現
在
の
十
二
月
を
正
月
と
し
て
、
一

月
繰
り
上
げ
て
い
る
暦

ｹ

・
周
正
：
現
在
の
十
一
月
を
正
月
と
し
て
、
二

月
繰
り
上
げ
て
い
る
暦

ｹ

５

引
用
明
細

中
国
史
料
か
ら
引
用
し
た
記
事
の
目
次
及
び
は
著
者
・
成
立
時
期
は
、
表
２
「
日
本
関

係
記
事
が
記
述
さ
れ
て
い
る
史
料
等
」
と
お
り
で
あ
る
。

表
２

日
本
関
係
記
事
が
記
述
さ
れ
て
い
る
史
料
等

史

書

目

次

巻

数

著

者

志

地
理
志
八
下
・
燕
地

二
八
下

後
漢

漢
書

班
固

列
伝

王
莽
伝

中
・
下

九
九(

中･

下)

帝
紀

光
武
帝
紀

一
下

後
漢
書

孝
安
帝
紀

五

南
宋

范
曄

列
伝

東
夷
（
前
文
・
扶
余
国
・
倭
）

十
八

帝
紀

明
帝
紀

三

三
国
志

三
少
帝
紀
・
齊
王

四

晋

・
魏
書

陳
寿

列
伝

烏
丸
鮮
卑
東
夷
（
韓
・
倭
人
）

三
十

帝
紀

高
祖
宣
帝
（
西
晋
）

一

世
祖
武
帝
（

〃

）

三

孝
恵
帝

（

〃

）

四

唐

晋
書

孝
武
帝

（

〃

）

九

房
玄
齢

他

安
帝

（
東
晋
）

十

列
伝

四
夷
（
倭
人
）

九
七

本
紀

文
帝

五

孝
武
帝

六

梁

宋
書

順
帝

十

沈
約
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Ⅰ

作

成

５

引
用
明
細

列
伝

夷
蛮
（
倭
国
）

九
七

南
斉
書

列
伝

東
南
夷
（
倭
国
）

五
八

梁瀟
子
顕

本
紀

武
帝

二

列
伝

諸
夷
（
東
夷

倭
、
文
身
国
・

五
十

唐

|

梁
書

大
漢
国
、
扶
桑
国
、
女
国
）

姚
思
廉

他

※
倭
者
（
朱
儒
国
、
裸
国
、
黒
歯
国･

海
人
）

帝
紀

煬
帝

三

唐

隋
書

長
孫
無
忌

列
伝

東
夷
（
琉
求
国
、
俀
国
）

八
一

宋
本
紀

高
祖
武
帝､

太
祖
文
帝
、

一

世
祖
孝
武
帝
、

二

順
帝
、

三

梁
本
紀

高
祖
武
帝

六

唐

南
史

李
延
寿

他

列
伝

東
夷
（
倭
国
、
文
身
国
、
大
漢
国
、

七
九

扶
桑
国
）

※
倭
国
（
朱
儒
国･

裸
国･

黒
歯
国･

海
人
）

隋
本
紀

煬
帝

十
二

唐

北
史

李
延
寿

他

列
伝

琉
求
国
、
俀
国

九
四

本
紀

高
宗
（
上
・
下
）

四
、
五

則
天
皇
后

六

後
晋

旧
唐
書

粛
宗

十

劉
昫

列
伝

東
夷
（
倭
国
、
日
本
国
）

一
九
九
上

本
紀

高
宗
皇
帝

三

則
天
順
聖
武
皇
后

四

宋

新
唐
書

粛
宗
皇
帝

六

欧
陽
修

他

列
伝

東
夷
（
日
本
）

二
二
〇

宋
史

列
伝

外
国
（
琉
球
国
、
日
本
国
）

四
九
一

元脱
脱

他

通
典

邊
防

倭
、
蝦
夷

一
八
五

唐

(

東
夷)

琉
求

一
八
六

杜
佑

唐
会
要

倭
国

九
九

北
宋

|

蝦
夷
国
、
日
本

一
〇
〇

王
溥

四
夷
部

俀
、
日
本
、
蝦
夷
国

七
八
二

北
宋

太
平
御
覧

(

東
夷)

扶
桑
、
女
国
、
文
身
、
大
漢
、
琉
球

七
八
四

李
昉

等

奉
仕
部

絶
域

六
六
二

失
指

六
六
四

種
族

九
五
六

國
邑

九
五
七

北
宋

士
風

九
五
九

王
欽
若

官
號

九
六
二

冊
府
元
亀

外
臣
部

封
冊

九
六
三

継
襲

九
六
六

朝
貢

九
六
八･

九
七
〇

褒
異

九
七
四

状
貌
、
慢
悖

九
九
七

資
治
通
鑑

隋
紀

五

一
八
二

唐
紀

十
七

二
〇
一

異
虚

十
八

後
漢

|

論
衡

儒
増

二
六

王
充

恢
国

五
八
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Ⅱ

留
意
事
項

１

記
事
の
採
択

Ⅱ

留
意
事
項

１

記
事
の
採
択

『
後
漢
書
』

(1)

『
後
漢
書
』
烏
桓
鮮
卑
列
伝
（
鮮
卑
）
で
は
、

光
和
元
年

冬

種
衆
日
多

田
畜
射
獵
不
足
給
食

檀
石
槐
乃
自
徇

行
見
鳥
矦
秦
水
廣
從
數
百
里

水
停
不
流
從
音

子
用

反
其
中
有
魚

不
能
得
之

聞
倭
人
善
網
捕

於
是
東
撃
倭
人
國

得
千
餘
家

徙
置
秦
水
上

令
捕
魚
以
助
粮
食

と
、
倭
人
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
次
の
理
由
に
よ
り
掲
載
し
な
か
っ
た
。

・
中
華
書
局
版
『
三
国
志
』
魏
書
・
烏
丸
鮮
卑
東
夷
（
鮮
卑
）
で
の
注
書
き

魏
書
曰
「
…
…
鮮
卑
種
衆
日
多

田
畜
射
獵

不
足
給
食

後
檀
石
槐
乃
案
行
烏
秦
水

廣
袤
數
百
里

不
流
中
有
魚

而
不

能
得

聞
汗
人
善
捕
魚

於
檀
石
槐
東
撃
汗
國

得
千
餘
家

從
置
烏
候
秦
水
上

使
捕
魚
以
助
粮
…
…
」

で
は
、
「
汗
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
後
漢
書
』
は
『
三
国
志
』
成
立
以
後
に
作
成

さ
れ
て
い
る
の
で
、『
後
漢
書
』
の
著
者
范
瞱
は
「
汗
」
を
「
倭
」
に
改
め
た
と
思
わ

れ
る
。

※
『
魏
書
』：
『
三
国
志
』
以
前
に
王
沈
が
書
い
た
三
国
時
代
・
魏
の
歴
史
書
。
現
存
せ
ず
、

『
三
国
志
』
の
注
釈
の
中
に
断
片
的
に
残
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

・
『
冊
府
元
亀
』
外
臣
部
（
強
盛
）
で
は

靈
帝

光
和
初

鮮
卑
種
衆
日
多

田
畜
射
獵
不
足
給
食

檀
石
槐
乃
自
循

行
見
烏
集
鳳
水
廣
數
百
里

水
停
不
流

其
中
有
魚

不
能
得
之

聞
僂
人
善
網
捕

於
是
東
撃
僂
人
國

得
千
餘

家

徙
置
秦
水
上

令
捕
魚
以
助
粮
食

と
、「
倭
人
」
で
は
な
く
「
僂
人
」
と
し
て
い
る
。

・
『
三
國
志
集
解
』
魏
書

烏
丸
鮮
卑
東
夷
（
鮮
卑
）
の
著
者
盧
弼
は
、
注
書
き
で

渟
不
流
中
有
魚
而
不
能
得
聞
汗
人
善
捕
名
魚
於
是
東
撃
汗
國

范
書
汗
作
倭

惠
棟
曰
汗
當

作
汗
與
倭
同
音

魏
志
云
倭
人
好
捕
魚
鰒
水
無
淺
深
皆
沈
没
取
之

丁
謙
曰
汗
人
國
指
朝
鮮
南
境
馬
韓
辰
韓
弁
韓
等
部

范
氏
改
爲
倭
人
謬
甚
倭
今
日
本
遠
隔
重
洋
石
槐
雖
強
非
所
能
至
安
得
伐
之
弼

按
丁
氏
謂
汗
人
非
倭
人
誠
是
然
指
汗
國

爲
朝
鮮
南
境
亦
無
據

と
、「
倭
人
」
は
誤
り
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

※
『
三
国
志
集
解
』：
盧
弼
（
中
国
）
著
、
古
籍
出
版
社
、1

95
7

年
。
復
刻
版
：
中
華
書
局
、

一
九
八
二
年
十
二
月

『
太
平
御
覧
』

(2)

二
十
四
史
書
の
引
用
と
記
述
し
な
が
ら
、
引
用
史
書
と
異
な
る
記
事
が
あ
る
。
そ
の

状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

俀

・
後
漢
書
曰

俀
在
韓
東
南
大
海
中

依
山
島
為
居

凡
百
餘
國

武
帝
滅
朝
鮮

使
驛
通
於

漢
者
三
十
許
國

俀
王
居
邪
馬
臺
國

樂
浪
郡
徼
去
其
國
萬
二
千
里

其
地
大
較
在
會
稽
東
冶

與
朱
崖
・

儋
耳
相
近

表
題
は
「
倭
国
」
で
は
な
く
、「
俀
」
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
文
章
の
み
「
俀
」
で
、

そ
れ
以
後
の
文
章
で
は
「
倭
」
と
し
て
い
る
。

②

景
初
三
年

魏
志
曰
…
…

景
初
三
年

公
孫
淵
死

倭
女
王
遣
大
夫
難
升
米
等
言
帶
方
郡

求
詣
天
子
朝
見

と
記
述
し
て
い
る
が
、『
三
国
志
』
で
は
景
初
二
年
で
あ
る
。

③

そ
の
他

唐
書
曰
…
…

『
唐
書
』
と
は
『
旧
唐
書
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
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Ⅱ

留
意
事
項

２

『
旧
唐
書
』
・
『
新
唐
書
』
に
お
け
る
年
号
記
述
相
異

２

『
旧
唐
書
』
・
『
新
唐
書
』
に
お
け
る
年
号
記
述
相
異

年
号
の
記
述
方
法
が
次
の
よ
う
に
異
な
り
、
年
号
記
述
の
異
同
が
存
在
す
る
の
で
、

留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

①
『
旧
唐
書
』

改
元
を
行
っ
た
そ
の
時
点
で
、
改
元
し
た
年
号
を
記
述
し
て
い
る
。

②
『
新
唐
書
』

・
改
元
を
行
っ
た
歳
の
正
月
に
遡
っ
て
改
元
し
た
年
号
を
記
述
し
て
い
る
。

・
ま
た
、
同
一
年
内
に
二
回
以
上
改
元
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
最
も
新
し
い
改
元
し

た
年
号
で
記
述
し
て
い
る
。

③
具
体
的
な
事
例
は
、
表
３
「
『
旧
唐
書
』・
『
新
唐
書
』
に
お
け
る
同
内
容
記
事
の
年
号

相
異
事
例
」
の
と
お
り
で
あ
る
。

④
則
天
皇
后
は
頻
繁
に
改
元
し
て
い
る
。
そ
の
改
元
状
況
は
、
表
４
「
周
・
則
天
皇
后

に
よ
る
改
元
状
況
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

表
３

『
旧
唐
書
』・
『
新
唐
書
』
に
お
け
る
同
内
容
記
事
の
年
号
相
異
事
例

項

目

旧

唐

書

新

唐

書

周
正
の
改
廃

(

夏
正
→
周
正)

載
初
元
年
春
正
月

…
…

天
授
元
年
正
月
庚
辰

…
…

依
周
制
建
子
月
為
正
月

改
元

曰

改
「
永
昌
元
年
十
一
月
為

「
載
初
以
十
一
月
為
正
月

載
初
元
年
正
月

十
二
月
為
臘
月

十
二
月
為
臘
月
」

來
歲
正
月
為
一
月
」

改
「
舊
正
月
為
一
月
」

(

夏
正
に
復
帰)

聖
暦
三
年
冬
十
月
甲
寅

久
視
元
年
十
月
甲
寅

復
舊
正
朔

復
唐
正
月

改
「
一
月
為
正
月

仍
以
為
歲
首
正
月

依
舊
為
十
一
月
」

自
称
の
変
更

（
皇
帝
→
天
皇
）
咸
亨
五
年
秋
八
月
壬
辰

上
元
元
年
八
月
壬
辰

皇
帝
稱
天
皇

皇
后
稱
天
后

皇
帝
稱
天
皇

皇
后
稱
天
后

改
咸
亨
五
年
為
上
元
元
年

（
皇
帝
に
復
帰
）
垂
拱
二
年
春
正
月

（
※
記
述
な
し
）

皇
太
后
下
詔

復
政
于
皇
帝

※
改
元
順
序

・

永
昌
→
載
初
→
天
授

・

聖
暦
→
久
視

・

咸
亨
→
上
元
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表
４

周
・
則
天
皇
后
に
よ
る
改
元
状
況

旧
唐
書

新
唐
書

和

暦

旧

唐

書

新

唐

書

唐

会

要

西
暦

記
述
年
号

記
述
年
号

改
元
記
事
の
み

年
号

年

年
号

改

元

記

事

年
号

改

元

記

事

改

元

記

事

六
八
三

天
武

十
二

弘
道

弘
道
元
年
十
二
月

弘
道

弘
道
元
年
十
二
月

永
淳
二
年
十
二
月
四
日

弘

道

弘

道

改
爲
弘
道
元
年

六
八
四

十
三

嗣
聖

嗣
聖
元
年
春
正
月
甲
申
朔

光
宅

光
宅
元
年

正
月
癸
未

※
（
弘
道
二
年
正
月

嗣

聖

光

宅

嗣

聖

改
元

改
元
嗣
聖

→
嗣
聖
元
年
正
月
）

文
明

二
月
己
未

（
光
宅
元
年
）
二
月
己
未

嗣
聖
二
年
二
月
七
日

文

明

文

明

立
豫
王
輪
爲
皇
帝

令
居
於
別
殿

立
豫
王
旦
爲
皇
帝

妃
劉
氏
爲
皇
后

改
爲
文
明

大
赦
天
下

改
元
文
明

立
永
平
郡
王
成
器
爲
皇
太
子

大
赦

※
二
年
→
元
年

？

改
元
爲
文
明

光
宅

九
月

（
光
宅
元
年
）
九
月
甲
寅

文
明
元
年
九
月
五
日

光

宅

光

宅

大
赦
天
下

改
元
爲
光
宅

大
赦

改
元

改
爲
光
宅

六
八
五

十
四

垂
拱

垂
拱
元
年
春
正
月

垂
拱

垂
拱
元
年

正
月
丁
未

光
宅
二
年
正
月
一
日

垂

拱

垂

拱

以
敬
業
平

大
赦
天
下

改
元

大
赦

改
元

改
爲
垂
拱

六
八
九

持
統

三

永
昌

永
昌
元
年
春
正
月

永
昌

永
昌
元
年

正
月
乙
卯

垂
拱
五
年
正
月
一
日

永

昌

永

昌

神
皇
親
享
明
堂

大
赦
天
下

享
于
萬
象
神
宮

大
赦

改
爲
永
昌

改
元

改
元

賜
酺
七
日

載
初

載
初
元
年
春
正
月

天
授

天
授
元
年

正
月
庚
辰

（
※
夏
正
→
周
正
）

永
昌
五
年
十
一
月
一
日

載

初

天

授

載

初

神
皇
親
享
明
堂

大
赦
天
下

大
赦

改
元
曰
載
初

（
※
夏
：
十
一
月
）

改
爲
載
初

依
周
制
建
子
月
爲
正
月
改
永
昌
元
年
十
一

以
十
一
月
為
正
月

※
五
年
→
元
年
？

月
爲
載
初
元
年
正
月
十
二
月
爲
臘
月

改

十
二
月
為
臘
月

來
歳

舊
正
月
爲
一
月

正
月
為
一
月

六
九
〇

四

天
授

（
載
初
元
年
）
九
月
九
日
壬
午

（
天
授
元
年
）
九
月
壬
午

載
初
元
年
九
月
九
日

天

授

天

授

革
唐
命

改
國
號
爲
周

改
國
號
周

稱
周

改
爲
天
授

改
元
爲
天
授

大
赦
天
下

賜
酺
七
日

大
赦

改
元

賜
酺
七
日

（
天
授
）
二
年
臘
月
己
未
（
※
夏
：
十
二
月
）

｜

始
用
周
臘

六
九
二

六

如
意

（
天
授
三
年
）
四
月

長
寿

（
長
寿
元
年
）
四
月
丙
申
朔

天
授
三
年
四
月
四
日

如

意

長

寿

如

意

大
赦
天
下

改
元
爲
如
意

禁
斷
天
下
屠
殺

日
有
食
之

大
赦

改
元
如
意

改
爲
如
意

長
寿

（
如
意
元
年
）
九
月

（
長
寿
元
年
）
九
月
庚
子

如
意
元
年
九
月
九
日

長

寿

長

寿

大
赦
天
下

改
元
爲
長
壽

大
赦

改
元

改
爲
長
壽

Ⅱ

留
意
事
項

２

『
旧
唐
書
』
・
『
新
唐
書
』
に
お
け
る
年
号
記
述
相
異
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Ⅱ

留
意
事
項

２

『
旧
唐
書
』
・
『
新
唐
書
』
に
お
け
る
年
号
記
述
相
異

六
九
四

八

延
載

（
如
意
三
年
）
五
月

延
載

（
延
載
元
年
）
五
月
甲
午

長
壽
三
年
五
月
十
日

延

載

延

載

…
…
大
赦
天
下

改
元
爲
延
載

大
酺
七

…
…

大
赦

改
元

賜
酺
七
日

改
爲
延
載

證
聖

證
聖
元
年
春
一
月

天
冊

天
冊
萬
歳
元
年

正
月
辛
巳

延
載
二
年
三
月
一
日

證

聖

天
柵
萬
歳

證

聖

上
加
尊
號
曰
慈
氏
越
古
金
輪
聖
神
皇
帝

萬
歳

（
※
夏
：
十
一
月
）
改
爲
證
聖

大
赦
天
下

改
元

大
酺
七
日

加
號
慈
氏
越
古
金
輪
聖
神
皇
帝

※
三
月
→
一
月
→
正
月
？

※
一
月
→
正
月
（
校
勘
記
）

改
元
證
聖

六
九
五

九

天
柵

秋
九
月

…
…

大
赦
天
下

（
天
冊
萬
歳
）
元
年
九
月
甲
寅

證
聖
元
年
九
月
二
十
九
日

天
柵
萬
歳

天
柵
萬
歳

萬
歳

改
元
爲
天
冊
萬
歳
…
…

大
酺
九
日

…
…

大
赦

改
元

賜
酺
九
日

改
爲
天
柵
萬
歳

萬
歳

萬
歳
登
封
元
年
臘
月
甲
申

萬
歳

萬
歳
通
天
元
年
臘
月
甲
申
（
※
夏
：
十
二
月
）
天
册
萬
歲
二
年
臘
月

萬
歳
登
封

萬
歳
通
天

萬
歳
登
封

登
封

上
登
封
于
嵩
嶽

大
赦
天
下

通
天

封
于
神
岳

改
元
曰
萬
歲
登
封

改
爲
萬
歲
登
封

六
九
六

十

萬
歳

夏
四
月

（
萬
歳
通
天
元
年
）
三
月
丁
巳

萬
歲
登
封
元
年
四
月
一
日

萬
歳
通
天

萬
歳
通
天

通
天

親
享
明
堂

大
赦
天
下

復
作
明
堂

改
曰
通
天
宮

大
赦

改
爲
萬
歲
通
天

改
元
爲
萬
歳
通
天

大
酺
七
日

改
元

賜
酺
七
日

六
九
七

文
武

元

神
功

九
月

神
功

（
神
功
元
年
）
九
月
壬
寅

萬
歳
通
天
二
年
九
月
九
日

神

功

神

功

以
契
丹
李
盡
滅
等
平

大
赦
天
下

大
赦

改
元

賜
酺
七
日

改
爲
神
功

改
元
爲
神
功

大
酺
七
日

聖
暦

聖
暦
元
年
正
月

聖
暦

聖
暦
元
年
正
月
甲
子

（
※
夏
：
十
一
月
）

神
功
二
年
正
月
一
日

聖

暦

聖

暦

親
享
明
堂

大
赦
天
下

大
赦

改
元

賜
酺
九
日

改
爲
聖
暦

改
元

大
酺
九
日

七
〇
〇

四

久
視

（
聖
暦
三
年
）
五
月
癸
丑

久
視

（
久
視
元
年
）
五
月
癸
丑

聖
暦
三
年
五
月
五
日

久

視

久

視

上
以
所
疾
康
復

大
赦
天
下

大
赦

改
元

…
…

改
爲
久
視

改
元
爲
久
視

…
…

（
久
視
元
年
）
十
月
甲
寅

（
久
視
元
年
）
十
月
甲
寅

復
舊
正
朔

改
一
月
為
正
月

仍
以
為
歳
首

複
唐
正
月

（
※
周
正
→
夏
正
）

正
月
依
舊
為
十
一
月

大
赦
天
下
。

七
〇
一

大
宝

元

大
足

大
足
元
年
春
正
月

長
安

長
安
元
年
正
月
丁
丑

久
視
二
年
正
月
五
日

大

足

長

安

大

足

制
改
元

改
元
大
足

改
爲
大
足

長
安

冬
十
月

（
長
安
元
年
）
十
月
辛
酉

大
足
元
年
十
月
二
十
三
日

長

安

長

安

幸
京
師

大
赦
天
下

改
元
爲
長
安

大
赦

改
元

改
爲
長
安

七
〇
五

慶
雲

二

神
龍

神
龍
元
年
春
正
月

神
龍

神
龍
元
年
正
月
甲
辰

長
安
五
年
正
月
一
日

神

龍

神

龍

大
赦

改
元

皇
太
子
監
國

大
赦

改
元

改
爲
神
龍

（
神
龍
元
年
）
二
月
甲
寅

（
神
龍
元
年
）
二
月
甲
寅

復
國
號
依
舊
爲
唐

復
國
號
唐
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Ⅱ

留
意
事
項

３

記
事
の
異
同

３

記
事
の
異
同

時
期
の
異
同

(1)
同
内
容
の
記
事
が
、
史
料
に
よ
っ
て
日
時
が
異
な
る
。
そ
の
状
況
は
、
表
５
の
と
お
り

で
あ
る
。

表
５
・
１

卑
彌
呼
の
魏
へ
の
遺
使
（
景
初
二
年
、
三
年
、
五
年
）

項

目

史

書

記

事

景
初
二
年

三
国
志

列
伝

景
初
二
年
六
月

倭
女
王
遣
大
夫
難
升
米
等
詣
郡

求

(

二
三
八)

・
魏
書

詣
天
子
朝
獻
太
守
劉
夏
遣
吏
將
送
詣
京
都

其
年
十
二
月

詔
書
報
倭
女
王
曰
「
制
詔
親
魏
倭
王
卑

彌
呼

…
…
」

晋
書

列
伝

宣
帝
之
平
公
孫
氏
也

其
女
王
遣
使
至
帶
方
朝
見

其

後
貢
聘
不
絕

※
宣
帝
（
司
馬
懿
→
晋
の
初
代
皇
帝
）

通
典

邊
防

景
初
二
年

司
馬
宣
王
之
平
公
孫
氏
也

倭
女
王
始

遣
大
夫
詣
京
都
貢
獻

魏
以
為
親
魏
倭
王

假
金
印

紫
綬

冊
府
元
亀

封
冊
・

景
初
二
年
六
月

倭
王
遺
大
夫
難
升
米
等
詣
帯
方
郡

（
外
臣
部
）
朝
貢

求
請
天
子
朝
献

褒
異

景
初
二
年

倭
女
王
遺
大
夫
難
升
米
牛
利
等
朝
献

景
初
三
年

梁
書

列
伝

景
初
三
年

公
孫
文
懿
誅
後

卑
彌
呼
始
遣
使
朝
貢

魏

(

二
三
九)

主
假
金
印
紫
綬

太
平
御
覧

四
夷
部

魏
志
曰
…
…

景
初
三
年

公
孫
淵
死

俀
女
王
遣
大
夫
難
升
米
等
言

帶
方
郡

求
詣
天
子
朝
見

※
「
俀
」
と
し
て
記
述

景
初
五
年

北
史

列
伝

景
初
五
年

公
孫
文
懿
誅
後

卑
彌
呼
始
遣
使
朝
貢

魏

(

二
四
一)

主
假
金
印
紫
綬

※

『
日
本
書
紀
』
で
は
、
神
功
皇
后
摂
政
三
九
年
条
に
細
字
で
「
景
初
三
年
」
と
紀
述
さ
れ
て
い
る
。

表
５
・
２

白
村
江
の
戦
い
（
龍
朔
二
、
三
年
）

時

期

史

書

記

事

龍
朔
二
年

旧
唐
書

列
伝

（
東
夷

百
済
伝
）

(

六
六
二)

(

龍
朔)

二
年
七
月

…
…

仁
軌
遇
扶
余
豐
之
衆
于
白
江
之
口

四
戰
皆
捷

焚
其
舟

四
百
艘

賊
衆
大
潰

扶
余
豐
脫
身
而
走

偽
王
子
扶
余
忠
勝

忠
志
等
率
士
女

及
倭
衆
並
降

新
唐
書

列
伝

（
東
夷

百
済
伝
）

(

龍
朔)

二
年
七
月

…
…

豐
衆
屯
白
江
口

四
遇
皆
克

火
四
百
艘

豐
走
不
知
所

在
偽
王
子
扶
餘
忠
勝

忠
志
率
殘
衆
及
倭
人
請
命

諸
城

皆
復

仁
願
勒
軍
還

留
仁
軌
代
守
。

三
国
史
記

百
済
本
記

（
義
慈
王
）

(

龍
朔)

二
年
七
月

…
…
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留
意
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項

３

記
事
の
異
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遇
倭
人
白
江
口

四
戰
皆
克

焚
其
舟
四
百
艘

煙
炎
灼

天

海
水
爲
丹

龍
朔
三
年

新
唐
書

帝
紀

（
龍
朔
三
年
）。
九
月
戊
午

(

六
六
三)

孫
仁
師
及
百
濟
戰
于
白
江

敗
之

資
治
通
鑑

唐
紀

（
龍
朔
三
年
）
九
月

戊
午

…
…

遇
倭
兵
於
白
江
口

四
戰
皆
捷

焚
其
舟
四
百
艘

煙
炎
灼
天

海
水
皆
赤

三
国
史
記

新
羅
本
記

至
龍
朔
三
年

…
…

此
時
倭
國
船
兵

來
助
百
濟

倭
船

千
艘

停
在
白
沙

百
濟
精
騎
岸
上
守
船

時
期
記
述

旧
唐
書

列
伝

（
劉
仁
軌
）

な
し

仁
軌
遇
倭
兵
於
白
江
之
口
，
四
戰
捷
，
焚
其
舟
四
百
艘
，

煙
焰
漲
天
，
海
水
皆
赤
，
賊
眾
大
潰
。
餘
豐
脫
身
而
走
，

獲
其
寶
劍
。
偽
王
子
扶
餘
忠
勝
、
忠
誌
等
，
率
士
女
及

倭
眾
並
耽
羅
國
使
，
一
時
並
降

新
唐
書

列
伝

（
劉
仁
軌
）

遇
倭
人
白
江
口

四
戰
皆
克

焚
四
百
艘

海
水
為
丹

扶
余
豐
脫
身
走

獲
其
寶
劍

偽
王
子
扶
余
忠
勝

忠
志

等
率
其
眾
與
倭
人
降

獨
酋
帥
遲
受
信
據
任
存
城
未
下

※
一

『
日
本
書
紀
』
で
は
、
白
村
江
の
敗
北
を
天
智
二
年
（
六
六
三
年
）
と
し
て
い
る
。

二

青
木
英
利
著
「
白
村
江
の
会
戦
の
年
代
の
違
い
を
検
討
す
る
」

（
「
古
田
史
学
会
報
」
一
〇
二
号
、
二
〇
一
一
年
二
月
）
参
照

表
５
・
３

粟
田
真
人
の
来
貢
方
物
（
長
安
元
、
二
、
三
年
）

時

期

史

書

記

事

長
安
元
年

新
唐
書

列
伝

長
安
元
年

其
王
文
武
立

改
元
曰
太
寶

(

七
〇
一)

遣
朝
臣
真
人
粟
田

貢
方
物

宋
史

列
伝

（
王
年
代
記
）

次
文
武
天
皇

大
寳
三
年

當
長
安
元
年

遣
粟
田
真
人

入
唐
求
書
籍

律
師
道
慈

求
經

長
安
二
年

宋
史

列
伝

長
安
二
年

其
朝
臣
真
人

貢
方
物

(

七
〇
二)

通
典

邊
防

長
安
二
年

遣
其
大
臣
朝
臣
真
人

貢
方
物

唐
会
要

日
本
国

長
安
二
年

遣
其
大
臣
朝
臣
真
人

貢
方
物

長
安
三
年

旧
唐
書

列
伝

長
安
三
年

其
大
臣
朝
臣
真
人

來
貢
方
物

(

七
〇
三)

太
平
御
覧

四
夷
部

唐
書
曰
…
…

長
安
三
年

其
大
臣
朝
臣
真
人
來
貢
方
物

冊
府
元
亀

朝
貢

長
安
三
年
十
月

（
外
臣
部
）

日
本
国
遺
使

其
大
臣
朝
臣
貢
人

貢
方
物

真

※
一

粟
田
朝
臣
眞
人
：
『
続
日
本
紀
』
で
は
、
大
宝
元
年
（
七
〇
一
年
）
正
月
に
遣
唐
使
に
任
命
さ

れ
、
同
年
風
浪
暴
険
の
た
め
出
航
で
き
ず
、
同
二
年
六
月
出
航
し
、
慶
雲
元
年
（
七
〇
四
年
）

七
月
帰
国
し
た
。

二

杉
本
直
治
郎
著
『
阿
部
仲
麻
呂
伝
研
究

朝
衡
伝
考

』（
育
芳
社
、
一
九
四
〇
年
）
参
照

｜

｜
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語
句
の
異
同

(2)

次
の
語
句
に
異
同
が
あ
る
。
そ
し
て
、
記
述
さ
れ
て
い
る
史
料
は
、
表
６
の
と
お
り

で
あ
る
。

①
「
邪
馬
壹
国
」
と
「
邪
馬
臺
国
」

②
「
俾
彌
呼
」
と
「
卑
彌
呼
」

③
「
壹
與
」
と
「
臺
與
」

④
「
俀
国
」
と
「
倭
国
」

⑤
「
多
利
思
北
孤
」
と
「
多
利
思
比
孤
」

ま
た
、
こ
の
語
句
を
強
調
す
る
た
め
、
年
表
上
の
語
句
を
強
調
文
字
と
し
た
。

表
６
・
１

「
邪
馬
壹
国
」
と
「
邪
馬
臺
国
」

邪
馬
壹
国

邪
馬
臺
国

三
国
志
・
魏
書

烏
丸
鮮
卑
東
夷
伝
（
倭
人
）
後
漢
書

東
夷
列
伝
（
倭
）

梁
書

列
伝
・
東
夷
（
倭
）

隋
書

列
伝
・
東
夷
（
俀
国
）

北
史

列
伝
・
俀
国

表
６
・
２

「
俾
彌
呼
」
と
「
卑
彌
呼
」

俾

彌

呼

卑

彌

呼

三
国
志
・
魏
書

三
少
帝
紀(

斎
王)

後
漢
書

東
夷
列
伝
（
倭
）

三
国
志
・
魏
書

烏
丸
鮮
卑
東
夷
伝
（
倭
人
）

冊
府
元
亀

外
臣
部
（
朝
貢
）

晋
書

列
伝
・
東
夷
（
倭
人
）

梁
書

列
伝
・
東
夷
（
倭
）

隋
書

列
伝
・
東
夷
（
俀
国
）

北
史

列
伝
・
俀
国

通
典

邊
防

冊
府
元
亀

外
臣
部
（
封
冊
、
繼
襲
）

※
古
田
武
彦
著
『
俾
弥
呼
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
一
年
九
月
）
参
照

表
６
・
３

「
壹
與
」
と
「
臺
與
」

壹

與(

一

與)

臺

與

三
国
志
・
魏
書

烏
丸
鮮
卑
東
夷
伝
（
倭
人
）
梁
書

列
伝
・
東
夷
（
倭
）

北
史

列
伝
・
俀
国

冊
府
元
亀

外
臣
部
（
朝
貢
）

冊
府
元
亀

外
臣
部
（
継
襲
）
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３

記
事
の
異
同

表
６
・
４

「
俀
国
」
と
「
倭
国
」

俀

倭

隋
書

志
・
音
楽

後
漢
書

光
武
帝
紀
・
孝
安
帝
紀

列
伝
・
東
夷

東
夷
列
伝
（
倭
、
韓
）

（
俀
国
、
百
済
、
琉
求
国
）

晋
書

列
伝
・
東
夷
（
倭
人
）

北
史

列
伝
（
俀
国
、
百
済
）

宋
書

列
伝
・
夷
蛮
（
倭
国)

太
平
御
覧

四
夷
部
（
東
夷
）

南
斉
書

列
伝
・
東
南
夷(

倭
国)

梁
書

本
紀(

武
帝)

列
伝
・
東
夷
（
倭
、
百
済
）

隋
書

帝
紀
・
煬
帝

南
史

宋
本
紀
・
梁
本
紀

列
伝
・
東
夷(

百
済
、
倭
国)

北
史

隋
本
紀

旧
唐
書

列
伝
・
東
夷
（
倭
国
、
日
本
）

新
唐
書

列
伝
・
東
夷
（
日
本
、
百
済
）

通
典

邊
防

太
平
御
覧

四
夷
部
（
東
夷
）

冊
府
元
亀

外
臣
部
（
封
冊
）

※
中
華
書
局
版
『
隋
書
』
百
済
伝
の
「
校
勘
記
」
で
、
俀
を
倭
に
校
訂
。

其
人
雜
有
新
羅
高
麗
倭
等
：

「
倭
」
原
作
「
俀
」
、
按
古
從
「
委
」
和
從
「
妥
」
的
字
、
有
時
可
以
通
用
。
如
「
桵
」
或
作
「木
委

」
、
「
緌
」

或
作
「
綏
」
。
「
俀
」
應
是
「
倭
」
字
的
別
體
。

本
書
煬
帝
紀
上
作
「
倭
」
。
本
巻
和
地
他
處
作
「
俀
」
者
、
今
一
律
改
爲
「
倭
」
。

表
６
・
５

「
多
利
思
北
孤
」
と
「
多
利
思
比
孤
」

多
利
思
北
孤

多
利
思
比
孤

隋
書

列
伝
・
東
夷(

俀
国)

北
史

列
伝
・
俀
国

新
唐
書

列
伝
・
東
夷
（
日
本
）

宋
史

列
伝
・
外
国(

日
本
国)

冊
府
元
亀

外
臣
部
（
継
襲
）

※
中
華
書
局
版
『
隋
書
』
俀
国
伝
の
「
校
勘
記
」
で
、
北
を
比
に
校
訂
。

多
利
思
比
孤
：

「
比
」
原
作
「
北
」
、
據
北
史
倭
国
傳
、
通
典
一
八
五
、
通
鑑
大
業
四
年
改
。
下
同
じ
。

神
代
及
び
天
皇
系
譜
記
事
の
異
同

(3)

『
新
唐
書
』
列
伝
及
び
『
宋
史
』
に
よ
る
神
代
及
び
天
皇
の
系
譜
が
記
述
さ
れ

て
い
る
の
で
、
表
７
「
中
国
史
書
に
よ
る
『
神
代
系
譜
』
及
び
「
中
国
史
書
に
よ

る
『
天
皇
系
譜
』」
を
作
成
し
た
が
、『
日
本
書
紀
』
と
比
較
し
て
異
同
が
あ
る
。
そ
の

状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
神
代
紀
に
お
け
る
居
住
地

『
宋
史
』
日
本
伝
の
「
王
年
代
記
」
神
代
紀
で
は
神
々
の
居
住
地
を
「
筑
紫
日
向
宮
」

と
し
て
い
る
が
、『
日
本
書
紀
』
に
は
そ
の
よ
う
な
紀
述
は
な
い
。
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な
お
、
三
善
清
行
が
、
醍
醐
天
皇
に
改
元
の
必
要
を
建
議
し
た
上
奏
文
『
革
命
勘

文
』
に
、

神
倭
磐
余
彦
天
皇
從
筑
紫
日
向
宮

親
帥
船
師

東
征
誅
滅
諸
賊

と
、
神
武
天
皇
は
「
筑
紫
日
向
宮
」
か
ら
出
立
し
て
い
る
。
な
お
、『
新
唐
書
』
で
は
、

神
々
の
居
住
地
は
「
筑
紫
城
」
と
し
て
い
る
。

②
神
武
天
皇
条

『
宋
史
』
日
本
伝
の
「
王
年
代
記
」
で
は
、
神
武
天
皇
の
即
位
を
「
元
年
甲
寅
（
前

六
六
七
年
）
當
周
僖
王
時
」
と
記
述
し
て
い
る
が
、
『
日
本
書
紀
』
で
は
、
「
辛
酉
年

（
前
六
六
〇
年
、
周
恵
王
一
七
年
）
で
あ
る
。

③
欽
明
天
皇
条

『
新
唐
書
』
で
は
、「
欽
明
之
十
一
年
直
梁
承
聖
元
年
」
と
記
述
し
て
い
る
が
、

欽
明
十
一
年
は
五
五
〇
年
で
あ
り
、
承
聖
元
年
は
五
五
二
年
に
あ
た
り
、
二
年
の
ず

れ
が
生
じ
て
い
る
。

ま
た
、
『
宋
史
』
で
は
、
「
即
位
十
一
年
壬
申
歳

始
傳
佛
法
於
百
濟
國

當
此
土
梁

承
聖
元
年
」
と
記
述
し
て
い
る
が
、
欽
明
十
一
年
（
五
五
〇
）
は
庚
午
年
で
あ
る
。

壬
申
年
は
、
欽
明
十
三
年
（
五
五
二
）
で
あ
り
、
二
年
の
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
。

な
お
、
承
聖
元
年
は
五
五
二
年
で
あ
り
、
『
日
本
書
紀
』
に
「
（
欽
明
十
三
年
）
冬
十

月

百
濟
聖
明
王

更
名

聖
王

遣
西
部
姬
氏
達
率
怒
唎
斯
致
契
等

獻
釋
迦
佛
金
銅
像

一
軀

幡
蓋
若
干

經
論
若
干
卷

別
表
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
欽
明
十
三
年
壬

申
と
校
訂
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

④
用
明
天
皇
条

『
新
唐
書
』
で
は
、「
直

隋
開
皇
末

始
與
中
國
通
」
と
記
述
し
て
い
る
。

用
明
天
皇
の
在
位
は
、
開
皇
六
・
七
年
（
五
八
六
・
五
八
七
）
で
あ
る
。

ま
た
、
開
皇
年
号
は
廿
年
間
（
五
八
一
～
六
〇
〇
年
）
で
あ
り
、
開
皇
廿
年
は

推
古
八
年
に
当
た
る
の
で
、
推
古
天
皇
の
記
事
で
あ
る
。

な
お
、『
隋
書
』
文
帝
紀
に
「
開
皇
二
十
年

俀
王

姓
阿
毎

字
多
利
思
北
孤

號
阿

輩
雞
彌

遣
使
詣
闕
」
と
記
述
が
あ
る
。

⑤
皇
極
天
皇
条

『
新
唐
書
』
で
は
、「
太
宗
貞
觀
五
年
」
と
記
述
し
て
い
る
が
、
貞
観
五
年
（
六
三
一

年
）
は
舒
明
三
年
に
あ
た
る
。
故
に
、
太
宗
以
下
の
記
事
は
前
代
の
舒
明
天
皇
の
記

事
と
し
て
記
述
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑥
孝
徳
天
皇
条

『
新
唐
書
』
で
は
、「
永
徽
初
其
王
孝
徳
即
位
改
元
曰
白
雉
」
と
記
述
し
て
い
る
が
、

孝
徳
即
位
は
大
化
元
年
（
六
四
五
年
、
貞
観
十
九
年
）
で
あ
る
。

な
お
、「
獻

琥
珀
大
如
斗･

碼
碯
若
五
升
器
」
は
永
徽
五
年
（
六
五
四
年
、
白
雉
五

年
に
あ
た
り
、
孝
徳
天
皇
が
献
上
し
た
と
思
わ
れ
る
。

『
宋
史
』
で
の
白
雉
四
年
（
六
五
三
）
は
永
徽
四
年
で
あ
る
。

⑦
天
智
天
皇
条

『
新
唐
書
』
で
は
、
「
子
天
智
立

明
年
使
者
與
蝦
蛦
人
偕
朝
」

と
記
述
し
て
い
る

が
、
蝦
蛦
が
入
朝
し
た
の
は
、『
通
典
・
唐
会
要
・
冊
府
元
亀
』
よ
れ
ば
、
顯
慶
四
年

（
六
五
九
年
、
斉
明
五
年
）
で
あ
る
。

斉
明
天
皇
記
事
で
は
、
顯
慶
三
年
に
、「
僧
智
通
等
入
唐
」
が
あ
り
、
顯
慶
三
年
の

明
年
に
「
使
者
與
蝦
蛦
人
偕
朝
」
と
整
合
が
と
れ
、
斉
明
天
皇
の
記
事
で
あ
る
。

ま
た
、『
日
本
書
紀
』
斉
明
五
年
条
に
蝦
夷
と
共
に
入
朝
し
た
記
事
が
あ
る
。

⑧
持
統
天
皇
条

『
新
唐
書
』
で
は
、
「
咸
亨
元
年

遣
使
賀
平
高
麗
」
と
記
述
し
て
い
る
が
、
咸
亨
元

年
は
六
七
〇
年
（
天
智
十
年
）
で
あ
る
。

高
句
麗
が
唐
に
よ
り
滅
亡
し
た
の
は
、
総
章
元
年
（
六
六
八
年
、
天
智
八
年
）
で
あ

る
。ゆ

え
に
、
こ
の
記
事
は
、
天
智
天
皇
の
記
事
で
あ
る
。

※
『
新
唐
書
』（
本
紀
第
三

高
宗
）

〈
総
章
元
年
〉

九
月
癸
巳

李
勣
敗
高
麗
王
高
藏

執
之

十
二
月
丁
巳

俘
高
藏
以
獻
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Ⅱ

留
意
事
項

３

記
事
の
異
同

表
７
・
１

中
国
史
書
に
よ
る
「
神
代
系
譜
」

新

唐

書

宋

史

日

本

書

紀

古

事

記

其
王
姓
阿
毎
氏

一

初
主
號
天
御
中
主

◎
天
神
七
代

◎
別
天
神
五
柱

自
言

初
主
號

国

常

立
尊

天
之
御
中
主
神

く
に
の
と
こ
た
ち

あ
め
の
み
な
か
ぬ
し

天
御
中
主

二

天
村
雲
尊

至
彦
瀲

国

狭

槌
尊

高
御
産
巣
日
神

く
に
の
さ
つ
ち

た

か

み

む

す

ひ

凡
三
十
二
世

三

天
八
重
雲
尊

皆
以
尊
爲
號

豊
斟
渟
尊

神
産
巣
日
神

と
よ
く
む
ぬ

か
み
む
す
ひ

居
筑
紫
城

四

天
彌
聞
奪

宇
摩
志

う

ま

し

※
三
十
二
世

五

天
忍
勝
尊

阿
斯
訶
備
比
古
遲
神

あ

し

か

び

ひ

こ

ぢ

→二
十
三
世

六

瞻
波
尊

天
之
常
立
神

あ
ま
の
と
こ
た
ち

七

萬
魂
尊

八

利
利
魂
尊

◎
神
世
七
代

九

国
狭
槌
尊

國
之
常
立
神

く
に
の
と
こ
た
ち

十

角
襲
魂
尊

豐

雲
上

野
神
。

と
よ
く
も

の

十
一

汲
津
丹
尊

埿
土
煑
尊

う
ひ
ぢ
に

宇
比
地
邇
上

神

う

ひ

ぢ

に

十
二

面
垂
見
尊

妹
須
比
智
邇
去

神

い
も

す

ひ

ぢ

に

十
三

国
常
立
尊

大
戸
之
道
尊

角

杙
神

お
ほ
と
の
ぢ

つ
の
く
ひ

妹
活

杙
神

い
も
つ
の
ぐ
ひ

十
四

天
鑑
尊

面

足
尊

お
も
だ
る

意
富
斗
能
地
神

お

ほ

と

の

ぢ

十
五

天
萬
尊

伊
弉
諾
尊

妹
大
斗
乃
辨
神

い
ざ
な
き

い
も
お
ほ
と
の
べ

十
六

沫
名
杵
尊

於
母
陀
流
神

お

モ

だ

る

妹
阿
夜
上

訶
志
古
泥
神

い
も

あ

や

か

し

こ

ね

十
七

伊
弉
諾
尊

伊
邪
那
岐
神

い

ざ

な

き

十
八

素
箋
烏
尊

◎
地
神
五
代

妹
伊
邪
那
美
神

い
も

い

ざ

な

み

十
九

天
照
大
神
尊

天

照

大

神
尊

天

照

大

御

神

あ
ま
て
ら
す
お
ほ
み
か
み

あ
ま
て
ら
す
お
ほ
み
か
み

廿

正
哉
吾
勝
速
日
天

正
哉
吾
勝

勝

速
日

正
勝
吾
勝
〃
速
日

ま
さ

か

あ

か
つ
か
ち.

は
や

ひ

ま
さ
か
つ

あ

か
つ

か

ち

押
穂
耳
尊

天
忍
穂
耳
尊

天
忍
穂
耳
命

あ
ま
の
お
し
ほ
み
み

あ
め
の
お
し
ほ
み
み

廿
一

天
彦
尊

天
津
彦
彦
火
瓊
瓊
杵
尊

天
津
日
高
日
子

あ
ま
つ
ひ
こ
ひ
こ
ほ
の
に
に
ぎ

あ
ま

つ

ひ

こ

ひ.

こ

番
能
迩
〃
藝
能
命

ほ

の

に

に

ぎ

の

廿
二

炎
尊

彦
火
火
出
見
尊

天
津
日
高
日
子

ひ

こ

ほ

ほ

で

み

あ
ま

つ

ひ

こ

ひ.

こ

穂
〃
手
見
命

ほ

ほ

で

み

廿
三

彦
瀲
尊

彦
波
瀲
武
鸕
草
葺
不
合

天
津
日
高
日
子

ひ
こ
な
ぎ
さ
た
け
う
が
や
ふ
き
あ
へ
ず

あ
ま

つ

ひ

こ

ひ.

こ

尊

波
限
建
鸕
草
葺
不

合
命

な
ぎ
さ
た
て

う

か

や

ふ
き
あ
へ
ず

以
上
凡
二
十
三
世

竝都
於
筑
紫
日
向
宮

※
一

宋
史
（
列
伝
・
王
年
代
記
）
：
日
本
国
僧
侶
奝

然
が
、
雍
熙
元
（9

8
4

）
年
に
宋
・
太
宗

ち
よ
う
ね
ん

に
献
上
し
た
年
代
紀
。

二

奝
然
：
天
慶
元(

九
三
三)

年-

長
和
五(

一
〇
一
六)

年
。
平
安
時
代
中
期
の
東
大
寺
の
僧
。
俗
姓
は

秦
氏
。
京
都
の
出
身
。
法
済
大
師
と
も
号
さ
れ
る
。
中
国
語
は
話
せ
か
っ
た
。
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Ⅱ

留
意
事
項

３

記
事
の
異
同

表
７
・
２

中
国
史
書
に
よ
る
「
天
皇
系
譜
」

※
誤
り
は
側
注
で
訂
正
し
た
。

天
皇

新
唐
書

宋
史

神
武

彦
瀲
子
神
武
立

彦
瀲
第
四
子
號
神
武
天
皇

自
筑
紫
宮
入
居

更
以
天
皇
爲
號
徙
治
大
和
州

大
和
州
橿
原
宮
即
位

元
年
甲
寅
當
周
僖
王
時
也

※
甲
寅
：
前
六
六
七
年

綏
靖

次

綏
靖

次

綏
靖
天
皇

安
寧

次

安
寧

次

安
寧
天
皇

懿
徳

次

懿
徳

次

懿
徳
天
皇

孝
昭

次

孝
昭

次

孝
昭
天
皇

孝
安

次

天
安

次

孝
天
皇

孝

安

孝
安

孝
靈

次

孝
靈

次

孝
靈
天
皇

孝
元

次

孝
元

次

孝
元
天
皇

開
化

次

開
化

次

開
化
天
皇

崇
神

次

崇
神

次

崇
神
天
皇

垂
仁

次

垂
仁

次

垂
仁
天
皇

景
行

次

景
行

次

景
行
天
皇

成
務

次

成
務

次

成
務
天
皇

仲
哀

次

仲
哀

次

仲
哀
天
皇

國
人
言

今
爲
鎮
國
香
椎
大
神

神
功

仲
哀
死

以
開
化
曽
孫
女

神
功
爲
王

次

神
功
天
皇

開
化
天
皇
之
曽
孫
女

又
謂
之
息
長
足
姫
天
皇

國
人
言

今
爲
太
奈
良
姫
大
神

應
神

次

應
神

次

應
神
天
皇

甲
辰
歳

始
於
百
濟
得
中
國
文
字

今
號
八
蕃
菩
薩

有
大
臣
紀
武
内
年
三
百
七
歳

※
甲
辰
歳
：
二
八
四
年

仁
徳

次

仁
徳

次

仁
徳
天
皇

履
中

次

履
中

次

履
中
天
皇

反
正

次

反
正

次

反
正
天
皇

允
恭

次

允
恭

次

允
恭
天
皇

安
康

次

安
康

次

安
康
天
皇

雄
略

次

雄
略

次

雄
略
天
皇

清
寧

次

清
寧

次

清
寧
天
皇

顯
宗

次

顯
宗

次

顯
宗
天
皇

仁
賢

次

仁
賢

次

仁
賢
天
皇

武
烈

次

武
烈

次

武
烈
天
皇

繼
體

次

繼
體

次

繼
體
天
皇

安
閑

次

安
閑

次

安
閑
天
皇

宣
化

次

宣
化

次

宣
化
天
皇

欽
明

次

欽
明

次

天
國
排
開
廣
庭
天
皇

亦
名
欽
明
天
皇
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Ⅱ

留
意
事
項

３

記
事
の
異
同

欽
明
之
十
一
年
直
梁
承
聖
元
年

即
位
十
一
年
壬
申
歳

※
欽
明
十
一
年
（
五
五
〇
）

始
傳
佛
法
於
百
濟
國

當
此
土
梁
承
聖
元
年

承
聖
元
年:

五
五
二
年

※
紀
：
即
位
十
一
年
庚
午
、
十
三
年
壬
申

敏
達

次

海
達

次

敏
達
天
皇

敏

達

用
明

次

用
明

亦
曰
目
多
利
思
比
孤

次

用
明
天
皇

直

隋
開
皇
末

始
與
中
國
通

有
子
曰
聖
德
太
子

※
用
明
天
皇:

開
皇
六
・
七
年

年
三
歳
聞
十
人
語
同
時
解
之

七
歳
悟
佛
法

（
五
八
六
・
五
八
七
）

于
菩
提
寺
講
聖
鬘
經
天
雨
曼
陀
羅
華

開
皇
年
号
：
廿
年
間

當
土
隋
開
皇
中
遣
使
泛
海
至
中
國
求
法
華
經

（
五
八
一
～
六
〇
〇
）

崇
峻

次

崇
峻

次

崇
峻
天
皇

推
古

次

推
古

次

推
古
天
皇

欽
明
天
皇
之
女
也

崇
峻
死

欽
明
之
孫
女
雄
古
立

子

推

古

舒
明

次

舒
明

次

舒
明
天
皇

皇
極

次

皇
極

次

皇
極
天
皇

其
俗

椎
髻
無
冠
帶

跣
以
行

幅
巾
蔽
後

貴

者
冒
錦

婦
人
衣
純
色
裙･

長
腰
襦

結
髪
于
後

至
煬
帝

賜
其
民
錦
綫
冠

飾
以
金
玉

文
布
爲

衣

左
右
佩
銀
蘤
長
八
寸

以
多
少
明
貴
賤

太
宗
貞
觀
五
年

遣
使
者
入
朝

帝
矜
其
遠

詔

有
司
毋
拘
歳
貢

遣
新
州
刺
史
高
仁
表
往
諭

與
王
爭
禮
不
平

不
肯
宣
天
子
命
而
還

久
之

更
附
新
羅
使
者
上
書

※
皇
極
：
六
四
二
～
六
四
五
年

貞
觀
五
年:

六
三
一
年
（
舒
明
三
年
）

孝
徳

永
徽
初
其
王
孝
徳
即
位
改
元
曰
白
雉

次

孝
徳
天
皇

獻

琥
珀
大
如
斗･

碼
碯
若
五
升
器

白
雉
四
年
律
師
道
照
求
法
至
中
國

時
新
羅
爲
高
麗･

百
濟
所
暴

從
三
藏
僧
玄
奘
受
經
律
論

高
宗
賜
璽
書
令
出
兵
援
新
羅

當
此
土
唐
永
徽
四
年
也

※
獻
琥
珀
等
：
永
徽
五
年
（
六
五
四
、
白
雉
五
年
）

※
白
雉
四
年
（
六
五
三
）：
永
徽
四
年

齊
明

次

齊
明

次

天
豊
財
重
日
足
姫
天
皇

令
僧
智
通
等
入
唐

求
大
乗
法
相
敎

當
顯
慶
三
年

※
顯
慶
三
年
（
六
五
八
）：
斉
明
四
年

天
智

死

子
天
智
立

次

天
智
天
皇

明
年
使
者
與
蝦
蛦
人
偕
朝

蝦
蛦
亦
居
海
島
中

其
使
者
鬚
長
四
尺

許
珥
箭
於
首

令
人
戴
瓠
立
數
十
歩

射
無
不
中

※
蝦
蛦
入
朝
：
顯
慶
四
年
（
六
五
九
、
斉
明
五
年
）

（『
通
典
、
唐
会
要
、
冊
府
元
亀
』
よ
る
）

天
武

次

天
武

次

天
武
天
皇

持
統

死

子
總
持
立

次

持
統
天
皇

持

統

咸
亨
元
年
遣
使
賀
平
高
麗

後
稍
習
夏
音
惡
倭
名
更
號

日
本
使
者
自
言
「
國
近
日
所
出
以
爲
名

或
云
日
本
乃
小
國
爲
倭
所
并
故
冒
其
號
」

使
者
不
以
情

故
疑
焉
又
妄
夸

其
國
都
方
數
千
里

南
西
盡
海

東
北
限
大
山

山

外
即
毛
人
云

※
咸
亨
元
年
（
六
七
〇
）：
天
智
九
年

高
句
麗
滅
亡
：
六
六
八
年
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留
意
事
項

４

三
正

４

三
正

「
三
正
」
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
百
科
事
典
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
簡
略
に
解

説
さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
を
掲
載
す
る
。

三
正
と
は
、
中
国
戦
国
時
代
に
唱
え
ら
れ
た
年
始
を
ど
こ
に
置
く
か
に
つ
い
て
の
３
種
類
の

さ
ん
せ
い

考
え
方
、
夏
正
・
殷
正
・
周

正
を
総
称
し
た
も
の
。
夏
王
朝
・
殷
王
朝
・
周
王
朝
に
お
け
る
暦

か

せ
い

い
ん
せ
い

し
ゆ
う
せ
い

（
夏
暦
・
殷
暦
・
周
暦
）
で
用
い
ら
れ
て
い
た
と
主
張
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
建
寅
・
建
丑
・
建
子
の
月

を
正
月
と
し
、
そ
の
朔
日
を
年
始
と
し
た
。

建
寅
・
建
丑
・
建
子
と
は
、
月
建
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
１
２
ヶ
月
に
十
二
支
を
配
当
し
た
も
の

で
あ
り
、
冬
至
を
含
む
月
を
建
子
の
月
と
し
た
。

こ
の
う
ち
戦
国
各
国
が
主
と
し
て
採
用
し
た
の
は
夏
正
で
あ
り
、
こ
れ
は
夏
・
殷
・
周
と
王
朝
交

替
し
て
き
た
歴
史
か
ら
周
の
後
を
継
い
で
い
る
王
朝
は
自
国
で
あ
る
と
い
う
正
統
性
を
示
す

た
め
で
あ
る
。

(
ht
t
p
:
/
/j
a
.
w
ik
i
p
e
di
a
.
o
r
g/
w
i
k
i/

正)

三

現
在
、
夏
正
を
用
い
て
い
る
が
、
中
国
で
は
例
外
的
に
「
殷
正
、
周
正
」
を
用
い
た
時

期
が
あ
る
。
そ
の
状
況
は
表
９
「
『
殷
正
、
周
正
』
施
行
状
況
」
の
と
お
り
で
あ
る
。

表
９

「
殷
正
、
周
正
」
施
行
状
況

國
名

皇
帝

三
正

施
行
期
間

詳

細

備

考

新

王
莽

殷
正

九
～
二
三
年

表
９
・
１

魏

明
帝

殷
正

二
三
七
～
二
三
九
年

表
９
・
２

周

則
天
武
后

周
正

六
八
九
～
七
〇
〇
年

表
９
・
３

唐

粛
宗

周
正

七
六
一
年

表
９
・
４

表
８

月
建
表

月

建

建
子
月

建
丑
月

建
寅
月

建
卯
月

建
辰
月

建
巳
月

建
午
月

建
未
月

建
申
月

建
酉
月

建
戌
月

建
亥
月

夏

暦

十
一
月

十
二
月

正
月

二
月

三
月

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

九
月

十

月

殷

暦

十
二
月

正
月

二
月

三
月

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

九
月

十

月

十
一
月

周

暦

正
月

二
月

三
月

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

九
月

十

月

十
一
月

十
二
月
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表
９
・
１

殷
正
①
（
新･

王
莽
）

国
号
等

三
正

年
号

年
数

西
暦

月

数
（
夏
正
に
よ
る
）

（

夏

正

に
よ
る
）
建
亥
月

建
子
月

建
丑
月

建
寅
月

建
卯
月

建
辰
月

建
巳
月

建
午
月

建
未
月

建
申
月

建
酉
月

建
戌
月

建
亥
月

建
子
月

建
丑
月

｜

｜

夏
正

｜

十

月

十
一
月

十
二
月

正
月

二
月

三
月

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

九
月

十

月

十
一
月

十
二
月

｜

｜

漢

居
摂

三
年

十
月

(

孺
子

嬰)

夏
正

初
始

元
年

八

十
一
月

（
王
莽
即
位
）

正
月

建
国

元
年

九

二
月

三
月

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

九
月

十

月

十
一
月

十
二
月

新

(

王
莽)

殷
正

～

二
二

正
月

地
皇

四
年

二
月

三
月

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

九
月

十

月

（
王
莽
死
）

二
三

元
年

（
更
始
即
位
）

二
月

三
月

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

九
月

十

月

国
号
不
明

(

更
始
帝)

更
始

二
年

二
四

正
月

二
月

三
月

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

九
月

十

月

十
一
月

十
二
月

夏
正

三
年

正
月

二
月

三
月

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

九
月

十

月

（
更
始
降
伏
）

後
漢

二
五

(

光
武
帝)

建
武

元
年

（
光
武
即
位
）

六
月

七
月

八
月

九
月

十

月

十
一
月

十
二
月

①
始
期(

王
莽
即
位)

・
『
漢
書
』：
（
居
摂
三
年
）
十
一
月
戊
辰
、
莽
至
高
廟
拜
受
金
匱
神
嬗
。
…
…
，

下
書
曰
「
…
…
定
有
天
下
之
號
曰
『
新
』
。
其
改
正
朔
，
易
服
色
，
變
犧
牲
，
殊
徽
幟
，
異
器
制
。
以
十
二
月
朔
癸
酉
為
建
國
元
年
正
月
之
朔
…
…
」

（
『
漢
書
』
王
莽
伝
・
中
）

②
終
期(

王
莽
の
死)

・
『
漢
書
』

：(

地
皇
四
年)

十
月
戊
申
朔
，
三
日
庚
戌
…
…

商
人
杜
吳
殺
莽
，
取
其
綬
。
校
尉
東
海
公
賓
就

…
…
，
斬
莽
首
。
…
…

（
『
漢
書
』
王
莽
伝
・
下

・
『
後
漢
書
』
：(

更
始
元
年)

九
月
，
東
海
人
公
賓
就
斬
王
莽
於
漸
臺
，
收
璽
綬
，
傳
首
詣
宛
。

（
『
後
漢
書
』
劉
玄
伝
）

Ⅱ

留
意
事
項

４

三
正
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Ⅱ

留
意
事
項

４

三
正

表
９
・
２

殷
正
②
（
魏
・
明
帝
）

国
号
等

三
正

年
号

年
数

西
暦

月

数
（
夏
正
に
よ
る
）

（

夏

正

に
よ
る
）
建
亥
月

建
子
月

建
丑
月

建
寅
月

建
卯
月

建
辰
月

建
巳
月

建
午
月

建
未
月

建
申
月

建
酉
月

建
戌
月

建
亥
月

建
子
月

建
丑
月

｜

｜

夏
正

｜

十

月

十
一
月

十
二
月

正
月

二
月

三
月

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

九
月

十

月

十
一
月

十
二
月

｜

｜

夏
正

青
龍

五
年

正
月

二
月

三
月

二
三
六

元
年

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

九
月

十

月

十
一
月

十
二
月

魏

(

明
帝)

二
三
七

正
月

景
初

二
年

殷
正

二
月

三
月

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

九
月

十

月

十
一
月

十
二
月

二
三
八

正
月

廃
帝

三
年

(

齊
王)

二
三
九

二
月

三
月

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

九
月

十

月

十
一
月

十
二
月

後
十
二
月

夏
正

正
始

元
年

二
四
〇

正
月

二
月

三
月

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

九
月

十

月

十
一
月

十
二
月

①
始
期
：
魏(

明
帝)

・
『
三
国
志
』
魏
書
：
景
初
元
年
春
正
月
壬
辰

山
茌
县
言
黄
龙
见

茌
音
仕
狸
反
。
於
是
司
奏

以
爲
魏
得
地
统

宜
以
建
丑
之
月
爲
正

三
月
，
定
暦
改
年
爲
孟
夏
四
月

(

『
三
国
志
』
魏
書

明
帝
紀
第
三)

②
終
期
：
魏(

廃
帝
齊
王)

・
『
三
国
志
』
魏
書
：(

景
初
三
年)

十
二
月

詔
曰
「
烈
祖
明
皇
帝
以
正
月
棄
背
天
下

臣
子
永
惟
忌
日
之
哀

其
復
様
用
正

雖
違
先
帝
通
三
统
之
義

斯
亦
禮
制
所
由
變
改
也

又
夏
正
於
數
爲
得
天
正

其
以
建
寅
之
月
爲
正
始
元
年
正
月

以
建
丑
月
爲
後
十
二
月
」

(

『
三
国
志
』
魏
書

三
小
帝
紀
第
四
）
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Ⅱ

留
意
事
項

４

三
正

表
９
・
３

周
正
①
（
周
・
則
天
皇
后
）

国
号
等

三
正

年
号

年
数

西
暦

月
数
（
夏
正
に
よ
る
）

（

夏

正

に
よ
る
）
建
亥
月

建
子
月

建
丑
月

建
寅
月

建
卯
月

建
辰
月

建
巳
月

建
午
月

建
未
月

建
申
月

建
酉
月

建
戌
月

建
亥
月

建
子
月

建
丑
月

｜

｜

夏
正

｜

十

月

十
一
月

十
二
月

正
月

二
月

三
月

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

九
月

十

月

十
一
月

十
二
月

｜

｜

夏
正

永
昌

元
年

十

月

六
八
九

正
月

臘
月

載
初

元
年

一
月

二
月

三
月

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

六
九
〇

周
正

天
授

元
年

九
月

十

月

周

(

則
天

～

皇
后)

六
九
九

正
月

臘
月

久
視

元
年

一
月

二
月

三
月

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

九
月

十

月

七
〇
〇

十
一
月

十
二
月

夏
正

大
足

元
年

七
〇
一

正
月

二
月

三
月

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

九
月

十

月

十
一
月

十
二
月

①
始
期
：

・
『
旧
唐
書
』：
載
初
元
年
春
正
月

神
皇
親
享
明
堂

大
赦
天
下

依
周
制
建
子
月
為
正
月

改
永
昌
元
年
十
一
月
為
載
初
元
年
正
月

十
二
月
為
臘
月

改
舊
正
月
為
一
月

大
酺
三
日

(

『
旧
唐
書
』
本
紀
第
六

則
天
皇
后)

・
『
新
唐
書
』：
天
授
元
年
正
月
庚
辰,

大
赦

改
元
曰
載
初
，
以
十
一
月
為
正
月

十
二
月
為
臘
月

來
歲
正
月
為
一
月

以
周

漢
之
後
為
二
王
後

封
舜

禹

湯
之
裔
為
三
恪

周

隋
同
列
國

封
其
嗣

(

『
新
唐
書
』
本
紀
第
四

則
天
皇
后)

②
終
期
：

・
『
旧
唐
書
』：(

久
視
元
年)

冬
十
月
甲
寅

復
舊
正
朔

改
一
月
為
正
月

仍
以
為
歳
首

正
月
依
舊
為
十
一
月

大
赦
天
下

(

『
旧
唐
書
』
本
紀
第
六

則
天
皇
后)

・
『
新
唐
書
』：(

久
視
元
年
十
月)

甲
寅

,

復
唐
正
月

大
赦

(

『
新
唐
書
』
本
紀
第
四

則
天
皇
后)
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Ⅱ

留
意
事
項

４

三
正

表
９
・
４

周
正
②
（
唐
・
粛
帝
）

国
号
等

三
正

年
号

年
数

西
暦

月

数
（
夏
正
に
よ
る
）

（

夏

正

に
よ
る
）
建
亥
月

建
子
月

建
丑
月

建
寅
月

建
卯
月

建
辰
月

建
巳
月

建
午
月

建
未
月

建
申
月

建
酉
月

建
戌
月

建
亥
月

建
子
月

建
丑
月

｜

｜

夏
正

｜

十

月

十
一
月

十
二
月

正
月

二
月

三
月

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

九
月

十

月

十
一
月

十
二
月

｜

｜

夏
正

上
元

二
年

十

月

七
六
一

建
子
月

建
丑
月

唐

(

正
月)

(

二
月)

(

粛
宗)

周
正

稱

元
年

建
寅
月

建
卯
月

建
辰
月

建
巳
月

(

三
月)
(

四
月)

(

五
月)

(

六
月)

七
六
二

夏
正

寶
應

元
年

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

九
月

十

月

十
一
月

十
二
月

①
始
期
：

・
『
旧
唐
書
』：
（
上
元
二
年
）
九
月
壬
午
朔
壬
寅

制
「
…
…

自
今
已
後

朕
號
唯
稱
皇
帝

其
年
號
但
稱
元
年
，
去
上
元
之
號

…
…

」

(

『
旧
唐
書
』
本
紀
第
十

粛
宗
）

・
『
新
唐
書
』：
（
上
元
二
年
）
九
月
壬
寅

大
赦

去
「
乾
元
大
聖
光
天
文
武
孝
感
」
號

去
「
上
元
」
號
，
稱
元
年

以
十
一
月
為
歳
首

月
以
斗
所
建
辰
為
名

(

『
旧
唐
書
』
本
紀
第
六

粛
宗

代
宗
）

②
終
期
：

・
『
旧
唐
書
』：
（
稱
元
年
建
巳
月
）

乙
丑

詔
皇
太
子
監
國

又
曰
「
上
天
降
寶

獻
自
楚
州

因
以
體
元

葉
乎
五
紀

其
元
年
宜
改
為
寶
應

建
巳
月
為
四
月

餘
月
並
依
常
數

仍
依
舊
以
正
月
一
日
為
歳
首
」

(

『
旧
唐
書
』
本
紀
第
十

粛
宗
）

・
『
新
唐
書
』：
（
稱
元
年
建
巳
月
）

乙
丑

皇
太
子
監
國

大
赦

改
元
年
為
寶
應
元
年

復
以
正
月
為
歳
首

建
巳
月
為
四
月

(

『
旧
唐
書
』
本
紀
第
六

粛
宗

代
宗
）
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Ⅲ

参
考
事
項

１

三
国
志･

魏
書
（
倭
人
条
）
の
周
辺
国
の
国
名

Ⅲ

参
考
事
項

１

三
国
志･
魏
書
（
倭
人
条
）
の
周
辺
国
の
国
名

「
奴
」
は
「
大
」

ぬ

(1)

『
三
国
志
』
魏
書
（
倭
人
）
で
斯
馬
國
を
始
め
二
十
国
の
う
ち
、「
奴
」
の
記
述
が
あ

る
国
名
に
つ
い
て
、
「
奴
」
を
「
大
」
と
理
解
す
べ
で
あ
る
と
、
黃
當
時
が
述
べ
て
い

る
。そ

の
論
考
は
、
金
印
「
漢
委
奴
国
王
印
」
の
読
方
で
述
べ
て
お
り
、
そ
の
論
拠
は
次

の
と
お
り
で
あ
る

。

奴
は
、nu

i

と
い
う
音
声
情
報
を
最
も
正
確
に
伝
達
す
る
文
字
と
し
て
、
当
時
の
中
国
側

ヌ

(

そ
し
て
後
の
日
本
語
）
の
聴
取
・
記
録
担
当
者
に
は
最
好
の
選
択
肢
だ
っ
た
、
と
考
え
て

よ
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
置
修
飾
語
が
用
い
ら
れ
な
く
な
る
と
、
人
々
は
、
奴(n

u
i)

の

意
味(

大
き
い)

・
用
法(

後
置
修
飾
語)

が
理
解
で
き
ず
、
奴
を
字
面(

漢
字
の
表
意
文
字)

の
み
で
判
断
し
、
卑
字
で
は
で
は
な
い
か
、
卑
し
め
の
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と

誤
解
し
て
し
ま
っ
た
。

(

『
悲
劇
の
好
字
』
二
六

頁)

当
時
の
倭
人
は
、
「
大
委
」
を
「
委
大
」
と
発
音
し
た
の
を
、
中
国
側
が
「
委
奴
」

と
発
音
通
り
記
述
し
た
も
の
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
用
例
と
し
て
は
、『
法
華
經
義
疏
』
第
一
巻
題
字
の
下
二
行
に
、

此
是

大
委
国
上
宮
王
私

集
非
海
彼
本

●

●

が
あ
る
。

な
お
、
黃
當
時
の
論
点
と
し
て
、

①
言
葉
の
表
現
と
し
て
、
「
前
置
修
飾
語
」
と
「
後
置
修
飾
語
」
が
あ
る
。
そ
の
用
例

は
各
国
に
で
も
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
用
例
は
表

「
前
置
修
飾
語
・
後
置
修
飾
語

10

用
例
」
の
と
お
り
で
あ
る
。

表

前
置
修
飾
語
・
後
置
修
飾
語
用
例

10
区

分

前

置

修

飾

語

後

置

修

飾

語

現
代

株
式
会
社
○
〇

○
〇
株
式
会
社

中
国
語

公
鶏
、
母
鶏

（
※
共
通
語
）

鶏
公
、
鶏
母
（
※
南
方
方
言
）

お
ん
ど
り

め
ん
ど
り

古
事
記

日
子
八
井
命
、
日
子
刺
肩
別
命

八
井
彦
命
、
刺
肩
別
彦
命

日
本
書
紀

彦
火
火
出
見

火
火
出
見
彦

フ
ラ
ン
ス
語

M
o
n
t
B
l
a
n
c

（
※
モ
ン
ブ
ラ
ン
）

w
h
i
t
e
m
o
u
n
t
s
i
n

（
※
英
語
）

タ
ヒ
チ
語
（
ポ
リ
ネ
シ
ア
諸
語
）

A
ir

Tahiti
N

ui

（
※
飛
行
機
に
記
述
）

N
ui

Tahiti
A

ir

航
空

タ
ヒ
チ

大

大

タ
ヒ
チ

航
空

②

奴(
n
u
i
)

は
、
古
代
ポ
リ
ネ
シ
ア
語
が
古
代
日
本
語
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。

カ
ヌ
ー
は
、
一
般
的
に
は
ハ
ワ
イ
語
で
「
ワ
ア
、W

A
A

」
と
呼
ば
れ
ま
す
（
ハ
ワ
イ
語
よ
り

も
古
い
時
期
に
原
ポ
リ
ネ
シ
ア
語
か
ら
分
か
れ
て
変
化
し
た
と
さ
れ
る
サ
モ
ア
語
で
は

「
ヴ
ア
、VA

A

」
、
ハ
ワ
イ
語
よ
り
も
新
し
い
時
期
に
原
ポ
リ
ネ
シ
ア
語
か
ら
分
か
れ
た
が
、

そ
の
後
変
化
が
停
止
し
た
と
考
え
ら
れ
る
マ
オ
リ
語
で
は
「
ワ
カ
、W

A
K
A

」
）
。
し
か
し
、

カ
ヌ
ー
を
そ
の
種
類
に
よ
っ
て
区
別
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
呼
び
方
が
異
な
り
ま



26

Ⅲ

参
考
事
項

２

倭
の
五
王

す
。ハ

ワ
イ
語
で
、
一
つ
の
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
を
も
っ
た
カ
ヌ
ー
を
「
カ
ウ
カ
ヒ
、KA

U
K
A
H
I

」
と

呼
び
、
双
胴
の
カ
タ
マ
ラ
ン
型
の
カ
ヌ
ー
を
「
カ
ウ
ル
ア
、KA

U
L
U
A

」
（
マ
オ
リ
語
で
は
、
タ

ウ
ル
ア
、TA

U
R
U
A

）
と
呼
び
ま
す
。
ハ
ワ
イ
語
の
「
カ
ヒ
、KA

H
I

」
は
「
一
つ
」
の
意
味
、
「
ル

ア
、LU

A
」
は
「
二
つ
」
の
意
味
、
「
カ
ウ
、KA

U

」
は
「
そ
こ
に
在
る
、
組
み
込
ま
れ
て
い
る
、

停
泊
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
意
味
で
、
マ
オ
リ
語
の
こ
れ
に
相
当
す
る
「
タ
ウ
、TA

U

」
の
語

に
は
、
「
キ
チ
ン
と
し
て
い
る
、
美
し
い
、
恋
人
」
と
い
っ
た
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
し
ま
す
と
、
こ
の
語
に
は
「
し
っ
か
り
と
作
ら
れ
た
・
可
愛
い
や
つ
」
と
い
っ
た
語
感
が
あ

る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
し
ま
す
と
、
『
古
事
記
』
等
に
出
て
く
る
「
か
ら
の
」
ま
た
は
「
か
ら

ぬ
」
、
「
か
る
の
」
は
、
ハ
ワ
イ
語
の

「
カ
ウ
・
ラ
・
ヌ
イ
」

K
A
U
-
L
A
-
N
U
I

（ka
u
=
to

p
lsc

e
,to

se
t,re

st
=
c
an
o
e
;
la

=
sail;

n
u
i
=
la
rge

）
、

「
大
き
な
・
帆
を
も
つ
・
カ
ヌ
ー
」

「
カ
ウ
ル
ア
・
ヌ
イ
」

K
A
U
L
U
A
-
N
U
I

（ka
u
lu
a
=
d
o
u
b
le

c
a
n
o
e
;
m
u
i
=
la
rge

）
、
「
大
き
な
・
双
胴
の
カ
ヌ

ー
」

の
意
味
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
「
か
の
う
」
は
、
ハ
ワ
イ
語
の

「
カ
ウ
・
ヌ
イ
」

K
A
U
-
N
U
I

（kau
=
to

p
lac

e
,to

se
t,re

st
=
c
an
o
e
;
m
u
i
=
large

）
、
「
大
き
な
・
カ
ヌ

ー
」

の
意
味
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
記
紀
に
出
て
く
る
言
葉
で
日
本
語
で
は
合
理
的
に
解
釈
で
き
な
い
言

葉
が
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
語
に
ょ
っ
て
合
理
的
に
、
実
に
正
確
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。

(

『
悲
劇
の
好
字
』
一
七･

十
八
頁)

こ
れ
ら
か
ら
、「
奴
」
を
「
大
」
と
解
す
れ
ば
、
三
国
志
・
魏
書
の
邪
馬
壹
国
の
周
辺

ぬ

の
国
は
表

「
奴
の
訂
正
国
名
一
覧
」
に
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

11

ま
た
、「
鬼
」
と
つ
く
国
名
は
、
不
自
然
と
思
え
る
の
で
、
古
代
ポ
リ
ネ
シ
ア
語
か
ら

解
釈
で
き
れ
ば
、
よ
り
正
し
い
国
名
が
判
明
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

表

奴
の
訂
正
国
名
一
覧

11
三
国
志

訂
正
国
名

三
国
志

訂
正
国
名

三
国
志

訂
正
国
名

斯
馬
國

已
百
支
國

伊
邪
國

都
支
國

彌
奴
國

大
彌
國

好
古
都
國

不
呼
國

姐
奴
國

大
姐
國

對
蘇
國

蘇
奴
國

大
蘇
國

呼
邑
國

華
奴
蘇
奴
國

大
華
大
蘇
國

鬼
國

爲
吾
國

鬼
奴
國

大
鬼
國

邪
馬
國

躬
臣
國

巴
利
國

支
惟
國

烏
奴
國

大
烏
國

奴
國

大
國

※
黃
當
時
『
悲
劇
の
好
字

金
印
「
漢
委
奴
国
王
」
の
読
み
方
と
意
味
』

（
不
知
火
書
房
、
二
〇
一
三
年
六
月
）

２

倭
の
五
王

系
譜

(1)
①

『
宋
書
』
帝
紀
・
列
伝

贊
死
立
弟
珍

濟
死
立
子
興

興
死
立
弟
武
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讃珍

齋

興武

②

『
梁
書
』
列
伝

贊
死
立
弟
彌

彌
死
立
子
濟

濟
死
立
子
興

興
死
立
弟
武

贊彌

濟

興武

③

相
違
点

『
宋
書
』
と
『
梁
書
』
の
相
違
点
は
。
表

「
『
宋
書
』・
『
梁
書
』
の
倭
国
王
の
相

12

違
点
」
の
と
お
り
で
あ
る
。
通
説
で
は
、『
宋
書
』
説
を
正
し
い
と
し
て
い
る
。

表

『
宋
書
』・
『
梁
書
』
の
倭
国
王
の
相
違
点

12
史
書

王

名

系

譜

備

考

宋
書

讃

珍

珍
と
済
の
関
係
は
不
明

梁
書

賛

彌

彌
と
済
の
関
係
は
親
子

中
国
か
ら
除
正
さ
れ
た
官
職
及
び
遺
使
派
遣
状
況

(2)
①

表

「
倭
の
五
王
に
お
け
る
中
国
年
表
」
の
と
お
り
で
あ
る
。

13

②

『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
、
雄
略
天
皇
は
雄
略
二
三
年
（
四
七
九
年
）
八
月
に
崩

じ
、
翌
年
清
寧
天
皇
は
即
位
し
た
。

梁
は
、
天
監
元
年
（
五
〇
二
年
）
に
武
を
征
討
将
軍
に
進
め
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る

が
、
武
列
天
皇
の
時
代
で
あ
る
。

故
に
、
梁
は
雄
略
が
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
知
ら
ず
に
征
討
将
軍
に
し
た
か
、

ま
た
は
、
武
と
雄
略
天
皇
が
別
人
か
の
何
れ
か
で
あ
る
。

倭
王
武
以
降
の
中
国
遺
使
状
況

(3)
①

南
済
と
東
夷
と
の
通
交
状
況

・
宋
・
順
帝
は
、
蕭
道
成
に
よ
っ
て
擁
立
さ
れ
、
名
目
上
は
皇
帝
で
は
あ
っ
た
が
、

実
権
は
斉
王
・
相
国
と
な
っ
た
蕭
道
成
に
握
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、

昇
明
二
年
（
四
七
九
年
）
武
は
上
表
し
て
六
国
諸
軍
事

安
東
大
将
軍
と
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

・
翌
年
（
建
元
元
年
）
四
月
、
蕭
道
成
は
順
帝
か
ら
禅
譲
さ
れ
て
皇
帝
に
即
位
し
、

済
（
南
済
）
を
建
国
し
た
。
皇
帝
（
蕭
道
成
、
高
帝
）
は

詔
曰
：
「
…
…
可
大
赦
天
下

改
昇
明
三
年
爲
建
元
元
年
（
四
七
九
年
）

賜
民
爵
二

級

文
武
進
位
二
等
…
…
」

（
『
南
斉
書
』
本
紀
第
二

高
帝
下
）

と
文･

武
臣
を
二
階
級
進
め
て
懐
柔
を
は
か
っ
た
。
そ
し
て
周
辺
の
国
々
に
つ
い
て

も
一
階
級
進
め
た
と
思
わ
れ
る
。
東
夷
で
の
状
況
は

高
麗
：
太
祖
建
元
元
年

進
號
驃
騎
大
將
軍

倭
国
：
建
元
元
年

進
新
除

使
持
節･

都
督

倭･

新
羅･

任
那･

加
羅･

秦
韓･

慕
韓

六
國
諸
軍
事

安
東
大
將
軍

倭
王
武

號
爲
鎮
東
大
將
軍

（
『
南
斉
書
』
列
傳
第
三
九

蠻

東
南
夷
）

百
濟
：
建
元
元
年
当
時
の
紀
述
に
つ
い
て
は
、
原
文
（
高
麗
國
後
半
か
ら
百
濟
国

の
前
半
）
が
闕
け
て
い
る
の
で
不
明
で
あ
る
。

・
そ
の
後
の
通
交
は

高
麗
：
（
建
武
）
三
年
（
四
九
六
年
）
遺
使
貢
献

百
濟
：
建
武
二
年
（
四
九
五
年
）
、
牟
大
遺
使
上
表
曰
「
…
…
」

（
『
南
斉
書
』
列
傳
第
三
九

蠻

東
南
夷
）

と
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
倭
国
は
遺
使
し
た
記
事
（
帝
紀
、
列
伝
）
は
な
い
。

②

梁
と
東
夷
と
の
通
交
状
況

・
梁･

武
帝
（
蕭
衍
、
済
初
代
皇
帝
と
同
族
）
は
、
済･

和
帝
か
ら
禅
譲
を
受
け
て
、

天
監
元
年
四
月
皇
帝
に
即
位
す
る
と
共
に
梁
を
建
国
し
た
。
そ
し
て
武
帝
は

詔
曰
：
「
…
…

可
大
赦
天
下

改
齊
中
興
二
年
爲
天
監
元
年

賜
民
爵
二
級

文
武
加
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位
二
等

…
…
」

と
、
建
国
に
よ
り
文･

武
臣
を
昇
格
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
東
夷
の
国
々
に
対
し

て
も
、
昇
格
さ
せ
て
い
る
。

（
天
監
元
年
四
月
）
戊
辰

車
騎
將
軍

高
句
驪
王
高
雲

進
號

車
騎
大
將
軍

鎮
東
大
將
軍

百
濟
王
餘
大

進
號

征
東
大
將
軍

安
西
將
軍

宕
昌
王
梁
彌

進
號

鎮
西
將
軍

鎮
東
大
將
軍

倭
王
武

進
號

征
東
大
將
軍

（
『
梁
書
』
本
紀
第
二
武
帝
中
）

・
そ
の
後
の
通
交
は

高
麗
國
：
（
天
監
七
年
二
月
）

乙
亥

以
車
騎
大
將
軍
高
麗
王
高
雲

爲
撫
東
大
將

軍

開
府
儀
同
三
司

（
天
監
十
一
年
三
月
）
高
麗
國

遺
使
献
方
物

他

百
濟
国
：
（
天
監
十
一
年
四
月
）
百
濟･

扶
南･

林
邑
國

並
遣
使
獻
方
物

（
『
梁
書
』
本
紀
第
二
武
帝
中
）

等
、
高
麗
国
は
八
回
、
百
濟
国
は
五
回
遺
使
献
方
物
（
帝
紀
）
を
行
っ
て
い
る
が
、

倭
国
は
遺
使
（
帝
紀
、
列
伝
）
し
た
記
事
は
な
い
。

③

前
①
②
に
よ
り､

倭
国
（
武
）
は
昇
明
二
年
（
四
七
八
年
）
に
遺
使
し
て
か
ら
、
南

済
・
梁
及
び
多
利
思
北
孤
が
隋
・
文
帝
の
開
皇
二
〇
年
（
六
〇
〇
年
）
に
遺
使
す
る

ま
で
、
約
一
二
〇
年
間
の
通
交
空
白
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

表

倭
の
五
王
に
お
け
る
中
国
年
表

13

※
史
書
の
略
号
：

晋
＝
晋
書
、
宋
＝
宋
書
、
済
＝
南
斉
書
、
梁
＝
梁
書
、
隋
＝
隋
書
、
南
＝
南
史
、
北
＝
北
史

六
国
諸
軍
事
＝
持
節
都
督

倭･

新
羅･

任
那･

加
羅･

秦
韓･

慕
韓
六
國
諸
軍
事

和
暦

中
国
暦

帝

紀

列

伝

帝

紀

列

伝

西
暦

干
支

書

書

年
号

年
数

年
号

年
数

名

記

事

官
職

名

記

事

官

職

名

記

事

官

職

名

記

事

官

職

四
一
三

癸
丑

允
恭

二

義
熙

九

晋
倭
国

献
方
物

讃

遺
使
朝
貢

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

四
二
一

辛
酉

十

永
初

二

讃

可
賜
除
授

倭
国

遺
使
朝
貢

讃

可
賜
除
授

｜

｜

｜

｜

｜

｜

四
二
五

乙
丑

十
四

元
嘉

二

讃

奉
表
献
方
物

讃

奉
表
献
方
物

｜

｜

｜

珍

讃
死

弟
珍
立

珍

讃
死
弟
珍
立

｜

｜

｜

珍

除

安
東
将
軍

珍

除

安
東
将
軍

四
三
〇

庚
午

十
九

七

国
王

遺
使
献
方
物

倭

遺
使
朝
貢

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜
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Ⅲ

参
考
事
項

２

倭
の
五
王

四
三
八

戊
寅

二
七

十
五

珍

爲

安
東
将
軍

倭

遺
使
朝
貢

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

倭
国

遺
使
献
方
物

四
四
三

癸
未

三
二

二
十

宋
倭
国

遺
使
献
方
物

済

遺
使
奉
献

爲

安
東
将
軍

南
倭
国

遺
使
朝
貢

済

遺
使
奉
献

爲

安
東
将
軍

｜

｜

四
五
一

辛
卯

四
〇

二
八

済

進

安
東
大
将
軍

済

加

六
国
諸
軍
事

授

安
東
将
軍

済

爲

安
東
大
将
軍

加

六
国
諸
軍
事

如

安
東
将
軍

｜

興

濟
死

世
子
興

興

濟
死

世
子
興

｜

遺
使
貢
献

興

遺
使
奉
献

四
六
〇

庚
子

雄
略

四

大
明

四

倭
国

遺
使
献
方
物

倭
国

遺
使
朝
貢

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

四
六
二

壬
寅

六

六

興

爲

安
東
将
軍

興

授

安
東
将
軍

興

爲

安
東
将
軍

武

興
死

弟
武
立

｜

｜

武

興
死

弟
武
立

｜

四
七
七

丁
巳

二
一

昇
明

元

倭
国

遺
使
献
方
物

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

｜

四
七
八

戊
午

二
二

二

武

遺
使
献
方
物

爲

安
東
大
将
軍

武

爲

安
東
大
将
軍

武

爲

安
東
大
将
軍

武

除

六
国
諸
軍
事

除

安
東
大
将
軍

｜

｜

四
七
九

己
未

二
三

建
元

元

済

武

進

六
国
諸
軍
事

爲

鎮
東
大
将
軍

武

除

六
国
諸
軍
事

除

鎮
東
大
将
軍

｜

｜

｜

｜

｜

五
〇
二

壬
午

武
烈

四

天
監

元

梁

武

進

征
東
将
軍*

一

武

進

征
東
将
軍*

一

武

進

征
東
将
軍*

二

武

進

征
東
大
将
軍

｜

｜

｜

｜

九
十
八
年
間
空
白

～

六
〇
〇

庚
申

推
古

八

開
皇

二
十

隋

多
利
思
北
孤

遣
使
詣
闕

北

多
利
思
北
孤

遣
使
詣
闕

※
一
、
二
：
中
華
書
局
本
は
『
南
史
』
列
伝
に
よ
り
「
征
討
将
軍
」
を
「
征
討
大
将
軍
」
に
校
訂
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Ⅲ

参
考
事
項

２

倭
の
五
王

「
倭
の
五
王
」
と
『
日
本
書
紀
』
天
皇
の
比
定

(4)

『
宋
書
』
に
記
述
し
て
あ
る
倭
国
の
五
人
の
王
、「
讃
、
珍
、
済
、
興
、
武
」
に
つ
い

て
、『
日
本
書
紀
』
の
天
皇
と
の
比
定
に
関
し
て
は
諸
説
あ
る
が
、
代
表
的
な
説
を
掲
載

す
る
。

①

通
説

表

「
『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
比
定
系
譜
」
に
よ
り
、『
宋
書
』
倭
国
伝
の
系
譜
を
、

14

『
日
本
書
紀
』
の
履
中
天
皇
か
ら
雄
略
天
皇
ま
で
比
定
し
て
い
る
。

表

『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
比
定
系
譜

14
倭
の
五
王
の
系
譜
（
宋
書
倭
国
伝
）

『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
比
定

讃

履
中

珍

興

反
正

齋

安
康

武

允
恭

雄
略

②

古
田
武
彦
説

倭
の
五
王
は
近
畿
天
皇
家
で
は
な
く
、
九
州
王
朝
の
王
と
し
て
い
る
。

・
通
説
の
根
拠
は
、
表

「
倭
の
五
王
に
比
定
す
る
理
由
一
覧
」
の
と
お
り
し
、
そ

15

れ
に
対
す
る
古
田
武
彦
の
見
解
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
ま
ず
わ
た
し
の
不
審
と
す
る
と
こ
ろ
を
率
直
に
記
そ
う
。

天
皇
名
の
第
一
字
を
と
っ
た
り
、
第
二
音
を
と
っ
た
り
、
第
三
字
を
と
っ
た
り
、

(一)
第
五
字
を
と
っ
た
り
、
全
体
と
し
て
あ
ま
り
に
も
、
統
一
も
ル
ー
ル
も
な
い
。

「
字
」
そ
の
も
の
を
と
っ
た
り
、
「
音
」
を
と
っ
た
り
、
こ
の
点
に
も
一
定
す
る
と
こ

(二)
ろ
が
な
い
。

表

倭
の
五
王
に
比
定
す
る
理
由
一
覧

15

王

天

皇

理

由

比

定

者

履
中

去
来
穂
別

第
二
音
「
サ
」
を
「
讃
」
と
表
記
し
た
。

松
下
見
林

イ

サ

ホ

ワ
ケ

讃

仁
徳

大
鷦
鷯

第
三
、
四
音
の
「
サ
」（
ま
た
は
「
サ
サ
」
）
を
「
讃
」
吉
田
東
伍

オ
ホ

サ

サ
ギ

と
表
記
し
た
。

珍

反
正

瑞
歯
別

第
一
字
「
瑞
」
を
中
国
側
が
間
違
え
て
「
珍
」

松
下
見
林

ミ
ズ

ハ

ワ
ケ

と
書
い
て
し
ま
っ
た
。

第
三
字
「
津
」
を
中
国
側
で
ま
ち
が
え
て

松
下
見
林

「
済
」
と
か
い
て
し
ま
っ
た
。

済

允
恭

雄
朝
津
間
稚
子

オ

ア
サ

ツ

マ
ノ
ワ
ク

コ

第
三
、
四
音
の
「
津
間
」
は
「
妻
」
で
あ
り
、
こ

志
水
正
司

ツ
マ

の
音
「
サ
イ
」
が
「
済
」
と
記
せ
ら
れ
た
。

穴
穂
が
ま
ち
が
え
ら
れ
て
「
興
」
と
記
せ
ら
れ
た
。
松
下
見
林

ア
ナ

ホ

興

安
康

穴
穂

ア
ナ

ホ

「
穂
」
を
「
興
」（
ホ
ン
）
と
あ
や
ま
っ
た

新
井
白
石

武

雄
略

大
泊
瀬
幼
武

第
五
字
の
「
武
」
を
と
っ
た
。

松
下
見
林

オ-

ハ
ツ

セ

ワ
カ
タ
ケ

（
『
失
わ
れ
た
九
州
王
朝
』
九
三･

九
四

頁
）

右
の
よ
う
に
恣
意
的
な
手
法
を
二
種
類
も
駆
使
し
て
も
な
お
足
り
ず
、
「
瑞
→
珍
」

(三)
「
津
→
済
」
と
い
っ
た
誤
写
説
へ
と
走
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
乱
暴
な
手
法
が
許
さ
れ

る
な
ら
、
「

」
（
に
ん
べ
ん
）
や
「
扌
」
（
て
へ
ん
）
と
い
っ
た
〝
偏
″
さ
え
共
通
し
て
い
れ

ｲ

ば
、
い
く
ら
で
も
原
文
を
書
き
変
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
安
易
き
あ
ま
る
「
原
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参
考
事
項

３

『
梁
書
』
に
お
け
る
文
身
國
等
の
所
在
地

文
改
定
」
で
あ
る
。

（
『
失
わ
れ
た
九
州
王
朝
』
九
四

頁
）

ま
た
、
通
説
が
比
定
し
た
前
提
と
し
て
は
次
の
よ
う
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

一
、
倭
国
側
は
、
『
記
』
・
『
紀
』
に
あ
る
よ
う
に
、
和
名
を
表
音
表
記
し
た
も
の
で
書
し

て
い
っ
た
（
あ
る
い
は
口
で
述
べ
た
）
。

二
、
中
国
側
は
、
こ
の
よ
う
な
長
い
漢
字
（
あ
る
い
は
口
で
述
べ
た
長
い
名
前
）
の
連
な

り
を
も
っ
て
、
人
名
に
ふ
さ
わ
し
か
ら
ず
、
と
見
な
し
、
こ
れ
を
中
国
風
の
字
名
に

書
き
直
し
た
。

三
、
そ
の
際
、
倭
国
側
の
書
い
て
き
た
（
あ
る
い
は
口
で
述
べ
た
）
〝
長
た
ら
し
い
名
前

″
の
中
の
一
字
を
切
り
取
る
、
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
。

四
、
そ
の
際
、
中
国
側
は
あ
や
ま
っ
て
文
字
を
書
き
違
え
た
り
、
同
意
味
の
別
字
に
書

き
変
え
た
り
し
た
（
文
字
の
書
き
違
え
は
、
『
宋
書
』
の
写
本
、
版
本
段
階
の
誤
写
と

み
な
す
学
者
も
あ
ろ
う
）
。

以
上
が
倭
の
五
王
を
天
皇
群
に
比
定
す
る
場
合
、
「
暗
黙
の
前
提
」
と
な
っ
て
い
る

命
題
だ
。

（
『
失
わ
れ
た
九
州
王
朝
』
一
三
二･

一
三
三

頁
）

※
古
田
武
彦
論
考

『
失
わ
れ
た
九
州
王
朝
』（
復
刻
版
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
〇
年
二
月
）

③

倭
の
五
王
は
近
畿
天
皇
家
の
王
で
は
な
い
微
証

近
畿
天
皇
家
で
は
、「
倭
の
五
王
」
は
九
州
王
朝
の
王
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
と

の
微
証
を
知
っ
た
の
で
紹
介
す
る
。
笠
井
倭
人
著
『
研
究
史

倭
の
五
王
』（
吉
川
弘

文
館
、
志
養
和
四
八
年
一
月
）
の
「
奈
良
時
代
の
漢
籍
」
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
奈
良
時
代
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
中
国
書
籍
の
存
在
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
時
代
に
お
い
て
は
、
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
の
よ

う
な
便
利
な
書
物
が
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
『
続
日
本
紀
』
「
正
倉
院
文
書
」
『
令
義

解
』
と
い
っ
た
、
そ
の
時
代
の
史
料
か
ら
克
明
に
書
物
名
を
拾
う
よ
り
ほ
か
は
な
い
が
、

中
国
の
正
史
に
関
し
て
い
う
な
ら
ば
、
『
続
日
本
紀
』
の
称
徳
天
皇
神
護
景
雲
三
年
（
芙

九
）
十
月
の
条
に
記
さ
れ
て
い
る
次
の
よ
う
な
記
述
は
有
益
で
あ
る
。

大
宰
府
言
ス
。
此
府
ハ
人
物
殿
繁
ニ
シ
テ
天
下
之

都
会
也
。
子
弟
之
徒
、
学

者
稍
ク
衆
シ
。
而
モ
府
庫
但
タ
夕
五
経
ヲ
蓄
へ
テ
未
ダ
三
史
ノ
正
本
有
ラ
ズ
。

渉
猟
之
人
、
其
ノ
道
広
カ
ラ
ズ
。
伏
シ
テ
乞
フ
。
列
代
ノ
諸
史
、
各
一
本
ヲ
給

へ
。
管
内
二
伝
習
セ
シ
メ
テ
、
以
テ
学
業
ヲ
興
サ
ン
ト
。

詔
イ
テ
史
記
・
漢
書
・
後
漢
書
・
三
国
志
・
晋
書
各
一
部
ヲ
賜
フ
。
（
原
漢
文
）

要
請
に
応
じ
て
大
宰
府
に
与
え
ら
れ
た
『
史
記
』
以
下
の
中
国
の
正
史
が
、
そ
の
当

時
、
朝
廷
に
お
い
て
保
持
さ
れ
て
し
た
こ
と
は
、
こ
の
『
続
日
本
紀
』
の
記
事
に
よ
っ
て
明

ら
か
で
あ
る
が
、
『
日
本
国
見
在
書
日
録
』
に
見
え
て
い
る
『
宋
書
』
の
名
は
、
こ
こ
に
見

当
ら
な
い
。
否
そ
れ
の
み
か
、
『
晋
書
』
を
除
き
、
五
王
研
究
の
根
本
史
籍
で
あ
る
『
宋

書
』
・
『
梁
書
』
・
『
南
史
』
な
ど
の
書
名
は
、
奈
良
時
代
の
史
料
の
中
に
あ
っ
て
、
ま
っ
た

く
姿
を
現
わ
し
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。

（
『
研
究
史

倭
の
五
王
』
三

頁
）

つ
ま
り
、『
宋
書
』・
『
梁
書
』・
『
南
史
』
を
一
読
す
れ
ば
、
こ
の
史
書
に
記
述
さ
れ
て

い
る
王
は
天
皇
家
以
外
の
王
で
あ
る
と
判
明
す
る
の
で
、
禁
書
扱
い
に
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

３

『
梁
書
』
に
お
け
る
文
身
國
等
の
所
在
地

国
々
の
位
置

(1)
①
倭

：
去
帯
方
萬
二
千
余
里
、
大
抵
在
会
稽
東

（
※
次
の
国
を
紀
述
し
て
い
る
。
朱
儒
国
、
黒
歯
国
、
裸
国
、
海
人
）

②
文
身
国
：
在

倭
国

東
北
七
千
余
里

③
大
漢
国
：
在

文
身
国

東
五
千
余
里

④
扶
桑
国
：
大
漢
国

東
二
萬
余
里

地
在

中
国
東

⑤
女
国

：
扶
桑

東
千
餘
里

有
女
國

な
お
、
扶
桑
国
・
女
国
は
、
扶
桑
國
の
沙
門
慧
深
が
述
べ
た
国
々
で
あ
る
。

こ
れ
ら
か
ら
、
通
説
で
は

帯
方
郡
（
旧
中
国
領
）
→
萬
二
千
余
里
→
倭
国
→
東
北
七
千
余
里
→
文
身
国
→

東
五
千
余
里
→
大
漢
国
→
東
二
萬
余
里
→
扶
桑
國
→
東
千
余
里
→
女
國

と
理
解
し
て
い
る
。
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参
考
事
項

３

『
梁
書
』
に
お
け
る
文
身
國
等
の
所
在
地

こ
れ
ら
の
里
数
を
現
行
距
離
を
長
里
で
換
算
す
る
と
、
倭
は
「
四
八
〇
〇
余
㎞
」
と

な
り
、
東
夷
の
範
疇
に
超
え
て
し
ま
う
と
思
わ
れ
る
。。

大
漢
国
の
「
大
」

(2)
①

中
国
史
書
で
、「
大
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
国
々
を
抽
出
し
、
長
里
・
短
里
で
換
算

す
る
と
表

「
『
大
』
国
名
距
離
一
覧
」
の
と
お
り
で
あ
る
。

16

こ
れ
ら
の
国
々
は
、
中
国
か
ら
一
万
里
以
上
離
れ
て
い
る
。

表

「
大
」
国
名
距
離
一
覧

16
国
名

史

書

地

域

記

事

大
月
氏

後
漢
書

西
域

大
月
氏
国

居
藍
氏
城

西
接
安
息

四
十
九
日
行

東
去
長
史
所

国

居
六
千
五
百
三
十
七
里

（
六
五
四
八
㎞
）

去
洛
陽
萬
六
千
三
百
七
十
里
（
一
八
七
五
九
㎞
）

北
史

西
域

大
月
氏
國

都
賸
監
氏
城

在
弗
敵
沙
西

去
代
一
萬
四
千
五
百

里
（
五
八
〇
〇
㎞
）

大
秦
国

後
漢
書

西
域
伝

大
秦
国

一
名
犂
鞬

以
在
海
西

亦
云
海
西
国

晋
書

四
夷

大
秦
國
一
名
犂
鞬

在
西
海
之
西

其
地
東
西
南
北
各
數
千
里

(

西
戎)

北
史

西
域

大
秦
國

一
名
黎
軒

都
安
都
城

從
條
支
西
渡
海
曲
一
萬
里

去
代
三
萬
九
千
四
百
里
（
一
五
七
六
〇
㎞
）

大
宛
國

晋
書

四
夷

大
宛
西
去
洛
陽
萬
三
千
三
百
五
十
里

（
一
三
四
〇
㎞
）
南
至

(

西
戎)

大
月
氏

北
接
康
居

大
小
七
十
餘
城

梁
書

諸
異

大
漢
國

在
文
身
國
東
五
千
餘
里
（
二
〇
〇
〇
余
㎞
）

大
漢
国

(

東
夷)

（
※
文
身
國

在
倭
國
東
北
七
千
餘
里
）

南
史

東
夷

大
漢
國

在
文
身
國
東
五
千
餘
里

（
※
文
身
國

在
倭
國
東
北
七
千
餘
里
）

旧
唐
書

西
戎

大
食
國

本
在
波
斯
之
西

大
食
国

（
※
波
斯
國

在
京
師
西
一
萬
五
千
三
百
里
（
六
一
二
〇
㎞
、

一
〇
七
一
㎞
）

東
與
吐
火
羅

康
國
接

北
鄰
突
厥
之
可
薩

部

西
北
拒
拂
菻

正
西
及
南
俱
臨
大
海
）

新
唐
書

西
域

大
食

本
波
斯
地

男
子
鼻
高

黑
而
髯

女
子
白
皙

出
輒
鄣
面

（
※
波
斯

居
達
遏
水
西

距
京
師
萬
五
千
裏
而
贏

東
與
吐
火

羅

康
接

北
鄰
突
厥
可
薩
部

西
南
皆
瀕
海

西
北
贏
四
千
裏

拂
菻
也
）

大
勃
律

新
唐
書

西
域

大
勃
律

或
曰
布
露

直
吐
蕃
西

與
小
勃
律
接

西
鄰
北
天
竺

烏
萇

（
※
小
勃
律

去
京
師
九
千
裏
而
贏

東
少
南
三
千
裏
距
吐
蕃
贊

普
牙

東
八
百
裏
屬
烏
萇

東
南
三
百
裏
大
勃
律

南
五
百
裏

個
失
蜜

北
五
百
裏
當
護
密
之
娑
勒
城
）

②

『
大
漢
和
辞
典
』
で
「
大
」
の
意
味
を
確
認
す
る
と

⓲

と
ほ
い
。
〔
詩
、
魯
頌
、
閟
宮
、
遂
荒
二

大
東
一

、
箋
〕
大
東
、
極
東
也
。
〔
疏
〕
大
者

廣
遠
之
名
。

（
『
大
漢
和
辞
典
』
巻
三
、
三
六
八
頁
）

と
あ
り
、
遠
い
○
○
国
と
の
意
味
と
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
大
漢
国
」
は
、
「
遙

か
彼
方
の
漢
国
」
と
の
意
味
と
思
わ
れ
る
。
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参
考
事
項

４

扶
桑
國
の
所
在
地

４

扶
桑
國
の
所
在
地

扶
桑
國
の
所
在
地
に
は
、
二
説
（
い
き
一
郎
説
、
中
小
路
俊
逸
説
）
あ
り
、
そ
の
内
容

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

い
き
一
郎
説

(1)表

里
数
換
算
表

17

国

名

記

事

一
里
：
四
〇
〇

ｍ

一
里
：
七
〇

ｍ

い
き
一
郎
説

（
長
里
説
）

（
短
里
説
）

倭
国

萬
二
千
余
里

四
八
〇
〇
余
㎞

八
四
〇
余
㎞

文
身
国

東
北
七
千
餘
里

二
八
〇
〇
余
㎞

五
〇
〇
余
㎞

北
陸

大
漢
国

東
五
千
餘
里

二
〇
〇
〇
㎞

三
五
〇
㎞

関
東

扶
桑
国

東
二
萬
餘
里

八
〇
〇
〇
余
㎞

一
四
〇
〇
余
㎞

関
西

女
国

東
千
餘
里

四
〇
〇
余
㎞

七
〇
余
㎞

東
海

①
い
き
一
郎
は
、『
梁
書
』
で
沙
門
慧
深
が
述
べ
た
内
容
は
、
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い

る
。

・
帯
方
郡
（
旧
中
国
領
）
→

萬
二
千
余
里
→

倭
国
→

東
北
七
千
余
里
→

文
身
国

→

東
五
千
余
里
→

大
漢
国

（
計
二
万
四
千
余
里
）

・
中
国
南
朝
（
齊
）
→

東
二
萬
余
里
（
地
在

中
国
東
）
→

扶
桑
国
→
東
千
餘
里

→

女
国

（
計
二
万
一
千
余
里
）

図
１

い
き
一
郎
説
に
よ
る
扶
桑
国
等
の
位
置
図（

『
扶
桑
国
は
関
西
に
あ
っ
た
』
一
四
二
頁
）

※
い
き
一
郎
『
中
国
正
史
の
倭
国
九
州
説

扶
桑
国
は
関
西
に
あ
っ
た
』

（
葦
書
房

一
九
九
五
年
八
月
）
参
照



34

Ⅲ

参
考
事
項

４

扶
桑
國
の
所
在
地

中
小
路
俊
逸
説

(2)

中
小
路
俊
逸
は
、
唐
時
代
の
漢
詩
に
「
扶
桑
外
、
扶
桑
東
等
」
の
語
句
が
記
述
さ
れ

て
お
り
、
漢
詩
か
ら
推
定
し
て
扶
桑
は
九
州
と
し
て
い
る
。

『
全
唐
詩
』
に
「
扶
桑
」
を
記
述
し
た
漢
詩
は
表

・
１
「
『
全
唐
詩
』
に
お
け
る
「
扶

18

桑
」
記
述
状
況
」
の
と
お
り
あ
る
。

表

・
１

『
全
唐
詩
』
に
お
け
る
「
扶
桑
」
記
述
状
況

18

中
華
書
局
版

番
号

巻

扶
桑
関
係
語
句

詩

題

作

者

分
冊

頁

１

六
五
二

扶
桑
樹
底

送
僧
帰
日
本

方
干

十
九

七
四
九
五

２

一
二
七

扶
桑
外

送
祕
書
晁
監
還
日
本
國

王
維

四

一
二
八
八

３

一
五
〇

扶
桑
東

同
崔
載
華
贈
日
本
聘
使

劉
長
卿

五

一
五
五
八

４

四
七
四

扶
桑
更
有
東

送
日
本
使
還

徐
凝

十
四

五
三
七
四

５

六
九
五

扶
桑
東
更
東

送
日
本
国
還
敬
竜
帰

韋
荘

廿

七
九
九
六

６

八
三
六

扶
桑
枝
西

新
羅
納
僧

貫
休

廿
三

九
四
一
八

二

『
全
唐
詩
』：
清
・
康
熙
帝
の
勅
命
に
よ
り
、
彭
定
求
ら
が
編
纂
し
た
。

唐
詩
の
す
べ
て
を
収
載
し
た
奉
勅
撰
漢
詩
集
。
九
〇
〇
巻
。

目
録
十
二
巻
、
補
遺
六
巻
、
詞
十
二
巻
。

表

・
２

『
全
唐
詩
』
明
細

18

番
号

全

唐

詩

１

送
僧
帰
日
本

四
極
雖
去
共
二
儀

晦
明
前
後
即
難
知

西
方
尚
在
星
辰
下

東
城
巳
過
寅
卯
時

大
海
浪
中
分
國
界

扶
桑
樹
底
是
天
涯

満
帆
若
有
帰
風
便

到
岸
猶
須
隔
歳
期

２

送
祕
書
晁
監
還
日
本
國
并
序

積
水
不
可
極

安
知
滄
海
東

九
州
何
處
遠

萬
里
若
乘
空

向
國
惟
看
日

歸
帆
但
信
風

鰲
身
映
天
黑

魚
眼
射
波
紅

鄕
樹
扶
桑
外

主
人
孤
島
中

別
離
方
異
域

音
信
若
爲
通

３

同
崔
載
華
贈
日
本
聘
使

憐
君
異
域
朝
周
遠

積
水
連
天
何
處
通

遙
指
來
從
初
日
外

始
知
更
有
扶
桑
東

４

送
日
本
使
還

絶
国
將
無
外

扶
桑
更
有
東

來
朝
逢
聖
日

帰
去
及
秋
風

夜
泛
潮
迴
際

晨
征
蒼
奔
中

鯨
波
水
府
騰

蜃
気
壯
仙
宮

天
眷
何
期
遠

王
文
久
来
同

相
望
杳
不
見

離
恨
托
飛
鴻

５

送
日
本
国
僧
敬
竜
帰

扶
桑
巳
在
渺
茫
中

家
在
扶
桑
東
更
東

此
去
與
師
誰
共
到

一
船
明
月
一
帆
風

６

送
新
羅
納
僧

扶
桑
枝
西
真
氣
奇

古
人
呼
爲
獅
子
児

六
環
金
錫
軽
擺
撼

萬
仞
雪
嶠
空
參
差

枕
上
已
無
鄕
國
夢

囊
中
猶
挈
石
頭
碑

多
慚
不
便
随
高
歩

正
是
風
淸
無
事
時
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参
考
事
項

５

『
隋
書
』
俀
国
伝
の
冠
位
十
二
階

こ
れ
ら
か
ら
、
中
小
路
俊
逸
は
扶
桑
の
関
係
を
図
示
す
る
と
、
図
２
の
よ
う
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
漢
詩
の
明
細
は
表

・
２
「
『
全
唐
詩
』
明
細
」
の
と
お
り
で
あ
る
。

18

図
２

中
小
路
俊
逸
説
に
よ
る
扶
桑
の
位
置
模
式
図

扶
桑
の
東
の
東

（
関
東
）

扶
桑
外

扶
桑
の
東

（
関
西
）

扶
桑
、
扶
桑
樹
底
（
九
州
）

↓

扶
桑
枝
西

（
新
羅
）

※
中
小
路
俊
逸
論
考

・
唐
詩
の
日
本
古
代
史
像
（
『
日
本
文
学
の
構
図

和
歌
と
海
と
宮
殿
と

』
桜
楓
社
、
昭
和
五
八

｜

｜

年
六
月
）

・
「
扶
桑
」
と
海
、
お
よ
び
「
扶
桑
国
」
（
『
研
究
紀
要
（
人
文
科
学
編
）
』
一
七
輯
、
大
阪
大
学
医
療

技
術
短
期
大
学
部
、
昭
和
六
〇
年
十
二
月
）

・
王
維
が
安
陪
仲
麻
呂
に
贈
っ
た
詩
に
あ
ら
わ
れ
る
「
九
州
」
、「
扶
桑
」
お
よ
び
「
孤
島
」
の
意
味

に
つ
い
て
（
『
追
手
門
学
院
大
学
文
学
部
紀
要
』
三
九
号
、
二
〇
〇
三
年
十
二
月
）

『
明
史
』
に
お
け
る
扶
桑
に
つ
い
て

(3)

『
明
史
』（
列
傳
第
二
一
〇

外
國
三
）
の
日
本
伝
に

（
洪
武
）
三
年
（
一
三
七
〇
）
三
月
…
…

秩
以
書
抵
良
懷

良
懷
延
秩
入
諭
以
中
國
威
德

而
詔
書
有
責
其
不
臣
語

良
懷
曰

「
吾
國
雖
處
扶
桑
東

未
嘗
不
慕
中
國

…
…
」

と
、
良
懷
（
※
懷
良
が
正
し
い
名
前
。）
は
「
我
国
は
扶
桑
の
東
」
と
述
べ
て
い
る
。

懷
良
は
南
朝
・
後
醍
醐
天
皇
の
皇
子
懷
良
親
王
で
、
征
西
将
軍
に
任
命
さ
れ
、
九

州
で
活
躍
し
た
。

す
な
わ
ち
、
室
町
時
代
初
期
に
お
い
て
、
近
畿
天
皇
家
は
近
畿
を
「
扶
桑
の
東
」

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
近
畿
か
ら
西
の
地
域
（
九
州
等
）
が
扶
桑
と
な
る
。

扶
桑
国
が
九
州
で
あ
れ
ば
、
中
国
史
書
に
お
け
る
倭
国
と
扶
桑
國
と
の
整
合
が
と

れ
な
い
。
位
置
的
に
は
、
吉
備
地
方
か
？

考
察

(4)

扶
桑
国
と
し
て
は
、
近
畿
、
九
州
及
び
吉
備
地
方
が
考
え
得
る
が
、
時
代
と
共
に
扶

桑
の
意
味
が
変
化
し
た
か
？

今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

５

『
隋
書
』
俀
国
伝
の
冠
位
十
二
階

俀
国
伝
の
冠
位
十
二
階
は
、『
日
本
書
紀
』
推
古
紀
の
冠
位
十
二
階
と
一
部
異
な
る
。

そ
の
状
況
は
表

「
冠
位
十
二
階
の
順
位
」
の
と
お
り
で
あ
る
。

19

表

冠
位
十
二
階
の
順
位

19
文

献

冠

位

十

二

階

の

順

位

備

考

隋
書

１
：
徳
、
２
：
仁
、
３
：
義
、
４
：
禮
、
５
：
智
、
６
：
信

各
々
大
小

日
本
書
紀

１
：
徳
、
２
：
仁
、
４
：
禮
、
６
：
信
、
３
：
義
、
５
：
智

各
々
大
小
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参
考
事
項

６

『
隋
書
』
俀
国
伝
で
の
裴
世
清
の
来
俀

異
な
る
順
位
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
推
古
天
皇
は
「
徳
の
五
常
」
の
中
の
重
要
性
か

ら
優
先
順
位
を
変
更
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

な
お
、
三
善
清
行
が
、
醍
醐
天
皇
に
改
元
の
必
要
を
建
議
し
た
上
奏
文
で
あ
る
『
革
命
勘

文
』
に
、『
隋
書
』
俀
国
伝
の
冠
位
十
二
階
と
同
じ
順
位
で
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由

は
不
明
だ
あ
る
。

６

『
隋
書
』
俀
国
伝
で
の
裴
世
清
の
来
俀

『
日
本
書
紀
』
で
の
記
事

(1)
①

中
国
と
の
通
交
に
つ
い
て
は
、『
日
本
書
紀
』
推
古
十
六
年
条
（
隋
・
煬
帝
の
時
代
）

に
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
原
文
は
「
唐
、
大
唐
」
と
記
述
さ
れ
て
お
り
、「
年
代
」
と

「
文
章
」
が
矛
盾
し
て
い
る
。

②

通
説
は
、
年
代
を
正
し
い
と
し
て
、「
唐
、
大
唐
」
を
「
隋
」
に
校
訂
し
て
い
る
。

③

古
田
武
彦
は
、
文
章
が
正
し
い
と
し
て
、
十
二
年
遡
ら
せ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
と

し
て
い
る
。

※
古
田
武
彦
論
考

・
『
失
わ
れ
た
九
州
王
朝
』（
復
刻
版
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
〇
年
二
月
）

・
『
古
代
は
輝
い
て
い
た
』
Ⅲ
（
復
刻
版
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
四
年
七
月
）

④

筆
者
は
、
裴
世
清
は
二
回
日
本
に
来
て
い
る
と
推
測
し
て
い
る
。

・
第
一
回

隋
・
大
業
四
年
（
推
古
十
六
年
）

・
第
二
回

唐
・
武
徳
三
年
（
推
古
二
八
年
）

つ
ま
り
、『
日
本
書
紀
』
で
は
、
推
古
二
八
年
の
唐
と
の
通
交
を
、
推
古
十
六
年
に

俀
国
が
行
っ
た
隋
と
の
通
交
を
併
せ
て
記
述
し
、
そ
し
て
、
俀
国
の
行
為
を
抹
消
し

た
も
の
と
推
測
し
て
い
る
。

⑤

大
業
四
年

三
月
壬
戌
条

百
濟･

倭･

赤
土･

迦
羅
舍
國

並

遣
使
貢
方
物

は
、
多
利
思
北
孤
が
隋
に
派
遣
し
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
煬
帝
が
派
遣
し
た
裴
世

清
と
す
れ
違
い
で
あ
る
。

裴
世
清
の
来
日

(2)
①

第
一
回
に
つ
い
て

煬
帝
は
高
句
麗
遠
征
を
考
え
て
お
り
、
遠
征
し
た
場
合
の
俀
国
の
動
向
を
知
る
た

め
、
無
礼
な
國
書
を
持
参
さ
せ
た
多
利
思
北
孤
（
俀
国
）
へ
裴
世
清
を
派
遣
し
た
の

で
あ
る
。
当
時
の
俀
国
は
新
羅
・
百
濟
か
ら
大
国
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
常
に
使
者

を
往
来
さ
せ
て
い
る
と
、
隋
は
認
識
し
て
い
た
。

裴
世
清
は
、
足
か
け
二
年
〈
四
・
五
年
〉
滞
在
し
て
、
六
年
正
月
に
俀
国
使
者
と

共
に
帰
国
し
た
。

そ
し
て
、
俀
国
の
実
情
を
詳
し
く
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
外
征
す
る
意
思
が
な
い
こ

と
を
知
り
、
大
業
七
年
に
高
句
麗
遠
征
を
宣
言
し
、
八
年
に
遠
征
し
た
。

な
お
、
足
か
け
二
年
〈
四
・
五
年
〉
滞
在
し
た
と
す
る
根
拠
の
一
例
で
は

『
隋
書
』
列
伝

・
每
至
正
月
一
日

必
射
戲･

飲
酒
。）

と
、
正
月
に
見
聞
し
、
か
つ
、
恒
例
で
あ
る
こ
と
を
、
宮
廷
で
確
認
し
た
文
章
で

あ
る
。

・
王
妻
號
雞
彌

後
宮
有
女
六･

七
百
人

後
宮
に
は
六･

七
百
人
の
女
官
が
い
る
こ
と
を
知
る
に
は
、
あ
る
程
度
俀
国
の
官
人

と
親
し
く
な
ら
な
け
れ
ば
、
情
報
を
得
ら
れ
な
い
。

そ
の
ほ
か
、
長
期
に
滞
在
し
て
知
っ
た
事
項
と
し
て
は
、
次
の
事
項
が
あ
る
。

・
内
官
有
十
二
等

一
曰
大
徳

次
小
徳

次
大
仁

次
小
仁

次
大
義

次
小
義

次
大
禮

次
小
禮

次
大
智

次
小
智

次
大
信

次
小
信

員
無
定
數

・
有
軍
尼
一
百
二
十
人

猶
中
國
牧
宰

八
十
戶
置
一
伊
尼
翼

如
今
里
長
也

十
伊
尼
翼
屬
一
軍
尼

・
戸
可
十
萬

・
有

弓･
矢･
刀･

槊･

弩･

䂎･

斧･

漆
皮
爲
甲･

骨
爲
矢
鏑
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Ⅲ

参
考
事
項

６

『
隋
書
』
俀
国
伝
で
の
裴
世
清
の
来
俀

・
雖
有
兵

無
征
戰

・
好
棋
博

握
槊

樗
蒲
之
戲

特
に
、
直
接
見
聞
し
た
事
項
と
し
て
は
、
次
の
事
項
が
あ
る
。

・
其
王
朝
會

必
陳
設
儀
仗

奏
其
國
樂

・
以
小
環
掛
鷺
鶿
項

令
入
水
捕
魚

日
得
百
餘
頭

・
俗
無
盤
俎
藉
以
檞
葉

食
用
手
哺
之

・
有
阿
蘇
山

其
石
無
故
火
起
接
天
者

俗
以
爲
異

因
行
禱
祭

有
如
意
寶
珠

其
色
青

大
如
雞
卵

夜
則
有
光

云
魚
眼
精
也

②

第
二
回
に
つ
い
て

近
畿
天
皇
家
か
ら
建
国
間
近
の
唐
に
通
交
を
求
め
て
来
た
の
で
、
日
本
の
状
況
を

把
握
す
る
た
め
、
以
前
日
本
に
来
て
い
る
裴
世
清
を
派
遣
し
た
も
の
で
あ
る
。

③

『
隋
書
』
俀
国
伝
と
推
古
十
六
年
で
の
歓
迎
状
況
が
異
な
っ
て
い
る
状
況
を

表

・
１
「
『
隋
書
』・
『
日
本
書
紀
』
推
古
紀
に
お
け
る
中
国
使
者
比
較
表
」
の
と
お

20
り
作
成
し
た
。

ま
た
、
十
二
年
繰
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
を
修
正
し
た
の
を
表

・
２
「
推
古
紀

20

記
事
の
年
代
修
正
表
（
十
二
年
繰
上
げ
）」
の
と
お
り
作
成
し
た
参
照
さ
れ
た
い
。
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Ⅲ

参
考
事
項

６

『
隋
書
』
俀
国
伝
で
の
裴
世
清
の
来
俀

表

・
１

『
隋
書
』・
『
日
本
書
紀
』
推
古
紀
に
お
け
る
中
国
使
者
比
較
表

20
項

目

『
隋
書
』
俀
国
伝

『
日
本
書
紀
』
推
古
紀

派
遣
時
期

大
業
四
年(

六
〇
八
年)

推
古
十
六
年(

六
〇
八
年)

裴
世
清
の
官
職

秘
書
省
の
文
林
郎(

從
八
位)

鴻
臚
寺
典
客
署
の
掌
客(

正
九
品)

歓
迎
状
況

俀
王
遣

小
德
阿
輩
臺

從
數
百
人
設
儀
仗
鳴
鼓
角
來
迎

為
唐
客

更
造
新
館
於
難
波
高
麗
館
之
上

後
十
日

又
遣

大
禮
哥
多
毗

從
二
百
餘
騎
郊
勞

六
月
壬
寅
朔
丙
辰

客
等
泊
于
難
波
津

是
日

以
飾
船
卅
艘

迎
客
等
于
江
口

安
置
新
館

於
是

以
中
臣
宮
地
連
烏
摩
呂･

大
河
内
直
糠
手･

船
史
王
平
為
掌
客

秋
八
月
辛
丑
朔
癸
卯

唐
客
入
京

是
日

遣
飾
騎
七
十
五
匹

而
迎
唐
客
於
海
石
榴
市
術

額
田
部
連
比
羅
夫

以
告
礼
辞
焉

唐
使
者
と

【
口
頭
】

【
国
書
】

俀
国
王
の

大
悦
曰(

※
俀
王)

其
書
曰(

※
皇
帝
→
推
古
天
皇)

接
見
状
況

「
我
聞
海
西
有
大
隋

禮
義
之
國

故
遣
朝
貢

我
夷
人

僻
在
海
隅

「
皇
帝
問
倭
皇

使
人
長
吏
大
礼
蘇
因
高
等

至
具
懐

朕
欽
承
宝
命

臨
仰
区
宇

思
弘
徳
化

不
聞
禮
義

是
以
稽
留
境
内

不
即
相
見

今
故
清
道
飾
館

以
待

覃
被
含
霊

愛
育
之
情

無
隔
遐
邇

知
皇
介
居
海
表

撫
寧
民
庶

境
内
安
楽

風
俗
融
和

大
使

冀
聞
大
國
惟
新
之
化
」

深
気
至
誠

遠
脩
朝
貢

丹
款
之
美

朕
有
嘉
焉

稍
暄

比
如
常
也

故
遣
鴻
臚
寺
掌
客
裴
世
清
等

稍
宣
往
意

并
送
物
如
別
」

清
答
曰(

※
中
国
使
者)

其
辞
曰(

※
推
古
天
皇
→
皇
帝)

「
皇
帝
徳
並
二
儀

澤
流
四
海

以
王
慕
化

故
遣
行
人
來
此
宣
諭
」

「
東
天
皇
敬
白
西
皇
帝

使
人
鴻
臚
寺
掌
客
裴
世
清
等
至

久
憶
方
解

季
秋
薄
冷

尊
何
如

想
清
悆

此
即
如
常

今
遣
大
礼
蘇
因
高･

大
礼
乎
那
利
等
往

謹
白
不
具
」

皇
帝
代
位

奉
祖
宗
欽
承
景
業

…
…
高
祖
文
帝
天
明
命

朕
欽
承
宝
命

臨
仰
区
宇

（
『
隋
書
』
帝
紀
第
三
（
煬
帝

上
）
大
業
三
年
條
）

景
業
：
大
業

煬
帝
・
二
代
（
６
０
５
～
６
１
６)

宝
命
：
天
の
命
令
、
大
命

高
祖
・
初
代
（
６
１
８
～
６
２
６)

歓
迎
従
事
者
の

小
德

阿
輩
臺

中
臣
宮
地
連

烏
摩
呂
、
大
河
内
直

糠
手

官
位

大
禮

哥
多
毗

船
史

王
平
、

額
田
部
連

比
羅
夫
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参
考
事
項

６

『
隋
書
』
俀
国
伝
で
の
裴
世
清
の
来
俀

表

・
２

推
古
紀
記
事
の
年
代
修
正
表
（
十
二
年
繰
上
げ
）

20

※

●
：
十
二
年
繰
上
げ
さ
れ
て
い
た
記
事

西

暦

日

本

中

国

記

事

年

数

干
支

天
皇

年

国

皇
帝

年
号

年

五
九
八

戊
午

推
古

六

隋

文
帝

開
皇

十
八

・
文
帝･

高
句
麗
遠
征(

第
一
次)

五
九
九

己
未

七

十
九

六
〇
〇

庚
申

八

廿

・
開
皇
二
十
年

俀
王

姓
阿
毎

字
多
利
思
北
孤

號
阿
輩
雞
彌

遣
使
詣
闕

（『
隋
書
』
列
伝
東
夷

俀
国
伝
）

六
〇
一

辛
酉

九

仁
寿

元

～

六
〇
五

乙
丑

十
三

煬
帝

大
業

元

六
〇
六

丙
寅

十
四

二

六
〇
七

丁
卯

十
五

三

・
大
業
三
年

其
王
多
利
思
北
孤

遣
使
朝
貢

（『
隋
書
』
列
伝
東
夷

俀
国
伝
）

六
〇
八

戊
辰

十
六

四

・
明
年
（
大
業
四
年)
上
遣

文
林
郎
裴
清
使

於
俀
國

（『
隋
書
』
列
伝
東
夷

俀
国
伝
）

・（
百
済
武
王
）
九
年
春
三
月

…
…

隋
文
林
郎
裴
清

奉
使
倭
國

徑
我
國
南
路

（『
三
国
史
記
』
百
済
本
記
第
五
）

・
大
業
四
年

三
月
壬
戌

百
濟･
倭･

赤
土･

迦
羅
舎
國
並
遺
使

貢
方
物

（『
隋
書
』
帝
紀
第
三

煬
帝
上
）

六
〇
九

己
巳

十
七

五

・
其
後

清
遣
人
謂
其
王
曰
「
朝
命
既
達

請
即
戒
途
」

於
是

設
宴
享
以
遣
清

復
令
使
者
隨
清
來
貢
方
物

（『
隋
書
』
列
伝
東
夷

俀
国
伝
）

六
一
〇

庚
午

十
八

六

・
六
年
春
正
月
癸
亥
朔
己
丑

倭
國
遣
使
貢
方
物

（『
隋
書
』
帝
紀
第
三

煬
帝
上
）

六
一
一

辛
未

十
九

七

・（
大
業
七
年
）
二
月
壬
午

詔
曰
「
…
…

高
麗
高
元

虧
失
藩
禮

將
欲
問
罪
遼
左

恢
宣
勝
略

雖
懷
伐
國

仍
事
省
方

…
…
」（『
隋
書
』
帝
紀
第
三

煬
帝
上)

六
一
二

壬
申

廿

八

・
煬
帝･

高
句
麗
遠
征(

第
二
次)
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Ⅲ

参
考
事
項

６

『
隋
書
』
俀
国
伝
で
の
裴
世
清
の
来
俀

西

暦

日

本

中

国

記

事

年

数

干
支

天
皇

年

国

皇
帝

年
号

年

六
一
三

癸
酉

推
古

廿
一

隋

煬
帝

大
業

九

・
煬
帝･

高
句
麗
遠
征(

第
三
次)

六
一
四

甲
戌

廿
二

十

・
煬
帝･

高
句
麗
遠
征(

第
四
次)

六
一
五

乙
亥

廿
三

十
一

六
一
六

丙
子

廿
四

十
二

六
一
七

丁
丑

廿
五

十
三

・
大
業
十
三
年
十
一
月
辛
酉

遙
尊
帝
為
太
上
皇

立
代
王
侑
為
帝

改
元
義
寧

（『
隋
書
』
帝
紀
第
四

煬
帝
下
）

恭
帝

儀
寧

元

六
一
八

戊
寅

廿
六

二

・
儀
寧
二
年

三
月

上

崩
于
溫
室

時
年
五
十

（『
隋
書
』
帝
紀
第
四

煬
帝
下
）

・

五
月
戊
午

隋
恭
帝
詔
曰
「
…
…
」

…
…

奉
皇
帝
璽
授
于
皇
祖

（『
旧
唐
書
』
本
紀
第
一

高
租
）

・

甲
子

高
租
即
皇
帝
位
於
大
極
殿

…
…

改
隋
儀
寧
二
年
爲
唐
武
徳
元
年

（『
旧
唐
書
』
本
紀
第
一

高
租
）

唐

高
租

武
徳

元

○
推
古
廿
六
年
秋
八
月
癸
酉
朔

高
麗
遣
使
貢
方
物

因
以
言

「
隋
煬
帝
興
卅
萬
衆
攻
我

返
之
爲
我
所
破
故

貢
献
俘
虜
貞
公･

普
通
二
人
及
鼓
吹･

弩･

抛
石
之
類
十
物
并
土
物
駱
駝
一
匹
」

六
一
九

己
卯

廿
七

二

元

・
武
徳
二
年九

月

辛
未

賊
師
李
子
通

據
江
都

僭
称
天
子

國
號
呉

（『
旧
唐
書
』
本
紀
第
一

高
租
）

●
推
古
十
五
年

秋
七
月
戊
申
朔
庚
戌

大
礼
小
野
臣
妹
子
遣
於
大
唐

六
二
〇

庚
辰

廿
八

三

二

●
推
古
十
六
年

夏
四
月

小
野
臣
妹
子

至
自
大
唐

々
國
号
妹
子
臣
曰
蘇
因
高

即
大
唐
使
人
裴
世
清･

下
客
十
二
人

從
妹
子
臣

至
於
筑
紫
遣

難
波
吉
士
雄
成

召
大
唐
客
裴
世

清
等
爲
唐
客

更
造
新
館
於
難
波
高
麗
館
之
上

●

六
月
壬
寅
朔
丙
辰

客
等
泊
于
難
波
津

是
日

以
飾
船
卅
艘

迎
客
等
于
江
口

安
置
新
館

於
是

以
中
臣
宮
地
連
烏
摩
呂･

大
河
内
直
糠
手･

船
史
王
平

爲
掌
客
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Ⅲ

参
考
事
項

６

『
隋
書
』
俀
国
伝
で
の
裴
世
清
の
来
俀

●

秋
八
月
辛
丑
朔
癸
卯

唐
客
入
京

是
日

遣
飾
騎
七
十
五
匹

而
迎
唐
客
於
海
石
榴
市
術

額
田
部
連
比
羅
夫

以
告
禮
辞
焉

壬
子

召
唐
客
於
朝
庭

令
奏
使
旨

時
阿
倍
鳥
臣･

物
部
依
網
連
抱

二
人
爲
客
之
導
者
也

呉

李
子
通

明
政

於
是

大
唐
之
國
信
物
置
於
庭
中
「
…
…
」

時

阿
倍
臣
出
進

以
受
其
書
而
進
行

大
伴
囓
連

迎
出
承
書

置
於
大
門
前
机
上
而
奏
之

事
畢
而
退

焉是
時

皇
子･

諸
王･

諸
臣

悉
以
金
髻
花
著
頭

亦

衣
服
皆
用
錦･

紫･

繍･

織

及
五
色
綾
羅

丙
辰

饗

唐
客
等
於
朝

●

九
月
辛
未
朔
乙
亥

饗

客
等
於
難
波
大
郡

辛
巳

唐
客
裴
世
清
罷
帰

則
復
以
小
野
妹
子
臣

爲
大
使

吉
士
雄
成

爲
小
使

福
利

爲
通
事

副
于
唐
客
而
遣
之

爰
天
皇
聘
唐
帝

其
辞
曰
「
…
…
」

六
二
一

辛
巳

廿
九

四

三

●
推
古
十
七
年

夏
四
月
丁
酉
朔
庚
子

筑
紫
大
宰
奏
上
言

「
百
済
僧
道
欣･

恵
彌
爲
首

一
十
人

俗
七
十
五
人

泊
于
肥
後
國
葦
北
津
」

是
時

遣
難
波
吉
士
徳
摩
呂･

船
史
龍

以
問
之
曰

「
何
来
也
」

對
曰
「
百
済
王

命
以
遣
於
呉
國

其
國
有
亂
不
得
入

更
返
於
本
郷

忽
逢
暴
風

漂
蕩
海
中

然
有
大

幸
而
泊
于
聖
帝
之
辺
境

以
歓
喜
」

●

九
月

小
野
臣
妹
子
等
至
自
大
唐

・
武
徳
四
年

十
一
月

庚
寅

会
稽
賊
師

李
子
通

以
其
地
來
降

（『
旧
唐
書
』
本
紀
第
一

高
租
）

～

六
二
六

丙
戌

卅
四

九

●
推
古
廿
二
年

六
月
丁
卯
朔
己
卯

遣
犬
上
君
御
田
鍬
・
矢
田
部
造
闕名

於
大
唐

六
二
七

丁
亥

卅
五

貞
観

元

●
推
古
廿
三
年

秋
九
月

犬
上
君
御
田
鍬･

矢
田
部
造

至
自
大
唐

六
二
八

戊
子

卅
六

二

○
推
古
三
十
六
年
三
月
丁
未
朔
癸
丑

天
皇
崩
之
〔時
年
七
十
五
〕
即
殯
於
南
庭

※
吳
年
号
「
明
政
」：
子
通
入
據
江
都

盡
虜
其
衆

因
僭
即
皇
帝
位

國
稱
吳

建
元
爲
明
政

（『
旧
唐
書
』
列
伝
第
六

李
子
通)
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Ⅲ

参
考
事
項

６

『
隋
書
』
俀
国
伝
で
の
裴
世
清
の
来
俀


	ま え が き
	Ⅰ　作　　成
	　 １　年表・概況
	　 ２　史料
	　 ３　日本関係記事
	　 ４　その他の記事
	　 ５　引用明細
	Ⅱ　留意事項
	　 １　記事の採択
	　 　 (1)　『後漢書』
	　 　 (2)　『太平御覧』
	　 ２　『旧唐書』・『新唐書』における年号記述相異
	　 ３　記事の異同
	　 　 (1)　時期の異同
	　 　 (2)　語句の異同
	　 　 (3)　神代及び天皇系譜記事の異同
	　 ４　三正
	Ⅲ　参考事項
	　 １　三国志･魏書（倭人条）の周辺国の国名
	　 　 (1)　「奴」は「大」
	　 ２　倭の五王
	　 　 (1)　系譜
	　 　 (2)　中国から除正された官職及び遺使派遣状況
	　 　 (3)　倭王武以降の中国遺使状況
	　 　 (4) 「倭の五王」と『日本書紀』天皇の比定
	　 ３ 『梁書』における文身國等の所在地
	　 　 (1)　国々の位置
	　 　 (2)　大漢国の「大」
	　 ４　扶桑國の所在地
	　 　 (1)　いき一郎説
	　 　 (2)　中小路俊逸説
	　 　 (3)　『明史』における扶桑について
	　 　 (4)　考察
	　 ５　『隋書』?国伝の冠位十二階
	　 ６　『隋書』?国伝での裴世清の来?
	　 　 (1)　『日本書紀』での記事
	　 　 (2)　裴世清の来日

